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あ
わ
じ
環
境
未
来
島
セ
ミ
ナ
ー

　

今
年
の
１
月
11
日
、
南
あ
わ
じ

市
が
誕
生
し
て
10
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
文
化
体

育
館
で
11
月
15
日
、「
南
あ
わ
じ

市
市
制
10
周
年
記
念
式
典
」
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
合
併
後
、
市
政

に
功
労
の
あ
っ
た
人
た
ち
や
各
団

体
関
係
者
な
ど
総
勢
約
１
０
０
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

開
式
に
先
立
ち
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
三
原
志
知
和

太
鼓
ク
ラ
ブ
「
志
童
」
に
よ
る
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ

た
ほ
か
、
合
併
後
10
年
間
に
市
内

各
地
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
、

市
政
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
記
念

ビ
デ
オ
が
放
映
さ
れ
、
出
席
者
ら

は
懐
か
し
そ
う
に
映
像
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
中
田
市
長
は
「
10
年
間
多

く
の
人
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
地
域

創
生
が
市
民
の
笑
顔
に
つ
な
が
る
よ

う
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
続

け
る
」
と
感
謝
と
更
な
る
飛
躍
を
誓

い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
議
会
議
員
や
市
特
別

職
、
自
治
会
長
な
ど
へ
の
「
自
治
功

労
表
彰
」と
、産
業
振
興
や
社
会
福
祉
、

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽

力
の
あ
っ
た
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
る「
社

会
功
労
表
彰
」
の
２
部
門
の
ほ
か
、
高

額
寄
附
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

１
５
８
の
個
人
・
団
体
に
中
田
市
長
か

ら
感
謝
の
意
を
込
め
て
一
人
ず
つ
に
表

彰
状
や
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
市
制
10
周
年
を
記
念
し
て「
大

好
き
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
南
あ
わ
じ

市
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
絵
画
と

ポ
ス
タ
ー
作
品
に
は
市
内
小
中
学
校

か
ら
３
４
８
点
が
集
ま
り
ま
し
た
。
式

典
で
は
各
部
に
入
賞
し
た
18
人
に
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
プ
ロ
の
ア
カ
ペ

ラ
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
や
市
内
６
つ
の
合
唱
団
約

１
０
０
人
に
よ
る
大
合
唱
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
出
席
者
は
手
拍
子
を
贈
っ
た

り
、
知
っ
て
い
る
曲
を
一
緒
に
口
ず
さ

む
な
ど
会
場
が
一
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
は
盛
会
の
う
ち
に
終
わ
り
、

出
席
者
や
関
係
者
ら
は
、
こ
れ
か
ら

の
南
あ
わ
じ
市
の
発
展
に
思
い
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

２
広報  

南あわじ市は市制 10 周年

いつまでも愛着を持って
　住み続けたい南あわじ市、
　　愛される南あわじ市

いつまでも愛着を持って
　住み続けたい南あわじ市、
　　愛される南あわじ市

消
防
団
協
力
事
業
所
へ
表
示
証
の
伝
達
式 

「
表
示
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
今
年
新
た
に
次
の

２
事
業
所
に
表
示
証
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
※
順
不
同
・
敬
称
略　

　

地
域
防
災
を
支
え
る
消
防
団
の

活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
性
が
増
し

て
い
る
現
在
、全
国
で
も
消
防
団
員

の
約
７
割
が
被
雇
用
者
と
い
う
状
況

の
中
、緊
急
時
の
消
防
団
員
の
出
動

や
活
動
に
お
い
て
は
、
勤
務
先
の
会

社
や
事
業
所
の
理
解
と
協
力
が
必
要

で
す
。
そ
こ
で
、島
内
３
市
消
防
団

と
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
で
構

成
す
る
淡
路
地
区
消
防
協
議
会
で

は
、勤
務
時
間
中
の
消
防
団
活
動
に

配
慮
し
て
い
る
事
業
所
を
「
消
防

団
協
力
事
業
所
」
と
し
て
認
定
し
、

◆
株
式
会
社
サ
ン
ス
イ
（
榎
列
）

◆
株
式
会
社
Ｊ
Ｒ
Ｃ
本
社
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
田
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
は
、
災

害
時
の
出
動
に
際
し
、
消
防
団
活

動
へ
の
配
慮
に
取
り
組
ん
で
い
る

な
ど
、
協
議
会
の
協
力
事
業
所
認

定
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
か

ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

第
8
回
Ａ
Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　

鳴
門
市
と
東
か
が
わ
市
と
南
あ

わ
じ
市
の
３
地
域
が
県
境
を
越
え

て
交
流
を
深
め
よ
う
と
平
成
２
年

に
設
立
さ
れ
た
Ａあ

Ｓ
Ａさ

ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
交
流
圏
推
進
協
議
会
で
は
、

交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
「
我
が
ま

ち
の
自
慢
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

小
学
３
・
４
年
生
を
対
象
に
作
品
を

募
集
し
て
11
月
８
日
、
市
内
入
賞

者
へ
の
表
彰
式
が
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ

ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

◆
南
あ
わ
じ
市
長
賞

天
野　

更
咲
（
榎
列
小
4
年
）

◆
南
あ
わ
じ
市
商
工
会
長
賞

四
位　

幸
菜
（
倭
文
小
4
年
）

◆
一
般
社
団
法
人
淡
路
青
年
会
議

　

所
理
事
長
賞

川
添　

恭
嗣
（
福
良
小
4
年
）

◆
優
秀
賞

西
川　

達
希
（
松
帆
小
3
年
）

松
本　

健
志
（
松
帆
小
３
年
）

楠　

彩
以
奈
（
松
帆
小
４
年
）

増
田　

隼
和
（
松
帆
小
４
年
）

橋
本　

京
典
（
市
小
３
年
）

窪
田　

流
星
（
福
良
小
３
年
）

長
舩　

夢
空
（
福
良
小
４
年
）

道
上　

結
月
（
辰
美
小
４
年
）

大
河
内 

結
愛
（
広
田
小
３
年
）

髙
木　

美
玖
（
広
田
小
４
年
）

山
口　

和
奏
（
広
田
小
４
年
）

前
平　

   

華
（
西
淡
志
知
小
４
年
）

　

兵
庫
県
と
淡
路
３
市
は
「
あ
わ

じ
環
境
未
来
島
特
区
」
の
指
定
を

受
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
農
を
基
盤
に

暮
ら
し
が
持
続
す
る
社
会
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

重
点
地
区
の
１
つ
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
沼
島
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取

組
み
を
体
験
・
見
学
し
て
も
ら
お

う
と
11
月
１
日
、「
あ
わ
じ
環
境
未

来
島
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
抽
選
で
選
ば
れ
た
淡

路
島
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者

ら
は
「
周
遊
漁
船
お
の
こ
ろ
ク
ル
ー

ズ
」
に
乗
船
。
地
元
漁
師
が
操
縦

す
る
船
で
約
１
時
間
、
海
か
ら
沼
島

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
神
宮
寺
で
中
川
住
職
に
よ

る
国
生
み
神
話
な
ど
の
歴
史
の
話

や
県
指
定
重
要
文
化
財
の
庭
園
を

見
学
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
沼
島

の
魚
と
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
モ
ノ
を

物
々
交
換
す
る
「
手ち
ょ

魚ぎ
ょ

舎し
ゃ

」。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
ぬ
ぼ
こ
の
会
」

に
よ
る
散
策
。
沼
島
の
貝
殻
な
ど

を
詰
め
た
キ
ャ
ン
ド
ル
製
作
な
ど

多
く
の
こ
と
を
見
学
・
体
験
し
ま

し
た
。

　

１
日
の
振
り
返
り
の
中
で
子
ど
も

た
ち
は
「
船
で
し
か
見
ら
れ
な
い
景

色
が
見
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

「
物
々
交
換
で
す
ご
く
喜
ん
で
も
ら

え
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
。
帰
っ
た

ら
も
ら
っ
た
魚
を
食
べ
た
い
」
な
ど

と
感
想
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

◆
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想
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▲物々交換で沼島の魚を受け取る子どもたち

▲１日の見学・体験の感想を発表する子どもたち

1文化体育館で市制10周年式典を開催
2各部門功労者に表彰状を手渡す中田
市長3表彰状を受け取る絵画作品入賞
者410年間の思いとこれからの方向性に
ついて語る中田市長5志童による和太鼓
演奏6Be in Voices(ビー イン ヴォイセ
ス)によるミニコンサート

１
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▲11月10日、伝達式で２事業所に表示証が手渡されました ▲表彰式が１１月８日、イングランドの丘で催されました
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更
な
る
飛
躍
に
向
け
て

　

去
る
11
月
15
日（
日
）、文
化
体

育
館
に
お
い
て
、南
あ
わ
じ
市
市
制

10
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。前
日
ま
で
の
雨

で
当
日
の
天
候
を
心
配
し
て
お
り

ま
し
た
が
、幸
い
天
候
も
回
復
し
、

多
く
の
方
々
を
お
迎
え
し
て
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。式
辞
の

中
で
も
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、こ
の
10
周
年
記
念
式
典

を
開
催
す
る
こ
と
の
意
義
を
考
え

た
と
き
、平
成
17
年
１
月
11
日
、旧

三
原
郡
４
町
が
合
併
し
、南
あ
わ

じ
市
が
誕
生
し
て
以
来
、い
ろ
い
ろ

な
方
面
で
お
世
話
に
な
り
、ま
た
、

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々

へ
の
感
謝
の
意
を
表
す
る
場
と
し

て
、そ
し
て
、も
う
一
つ
は
、次
の
10

年
、そ
の
先
に
向
け
て
更
な
る
飛
躍

を
皆
様
方
の
前
で
お
誓
い
を
す
る

場
と
い
う
二
つ
の
意
義
が
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」と
申
し
ま

す
が
、ま
さ
に
、あ
っ
と
い
う
間
に

駆
け
抜
け
た
10
年
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、10

年
一
昔
と
も
申
し
ま
す
。新
庁
舎
の

完
成
、合
併
時
は
荒
廃
し
て
お
り

ま
し
た
若
人
の
広
場
公
園
の
整
備

が
完
了
、行
政
組
織
の
仕
組
み
も

含
め
て
様
々
な
面
で
進
化
・
前
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
間
、市
議

会
議
員
の
先
生
方
、国
や
県
、地
元

選
出
国
会
議
員
、県
会
議
員
の
皆

様
方
の
力
強
い
後
押
し
と
ご
指
導

を
賜
り
ま
し
た
。し
か
し
、何
よ
り

も
市
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り

今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、全
国
的
に
地
方（
地
域
）

創
生
が
言
わ
れ
て
い
る
な
か
、本
市

に
お
い
て
も
地
方
版「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
策
定
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。総
合
戦

略
で
は
、急
速
な
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と

も
に
、地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た

自
律
的
で
持
続
的
な
社
会
の
創
生

を
め
ざ
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。と

り
わ
け
本
市
は
、食
・
自
然
・
歴
史

文
化
な
ど
素
晴
ら
し
い「
ふ
る
さ

と
資
源
」を
有
し
て
い
ま
す
。そ
う

し
た
地
域
の
魅
力
等
を
活
か
し
た

地
域
振
興
策
に
よ
る
活
気
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
、少
子

高
齢
化
対
策
や
防
災
・
減
災
対
策

な
ど
に
よ
る
市
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、地
域
創
生
の
取
組
み
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、こ
れ
か
ら
も
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

▲10周年記念式典で和太鼓演奏を鑑賞する出席者ら

▲式典会場に並ぶ姉妹都市・友好市町のPRブース

◆
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
お
知
ら
せ

 

吉
備
国
際
大
学
学
友
会
の
主
催

に
よ
り
ま
す
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
下

記
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

駐
車
場
も
多
数
ご
ざ
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
お
菓
子
や
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
用
意
し
て
、
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
高
校
生
以
下
の
方
は
必
ず
保
護

　

者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

▽
内
容　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
お
菓

　

子
ま
き
、
学
生
に
よ
る
ス
テ
ー

　

ジ
イ
ベ
ン
ト
ほ
か

▽
日
時　

12
月
11
日
（
金
）

　

午
後
５
時
30
分
～

▽
場
所　

同
大
学
南
あ
わ
じ
志
知

　

キ
ャ
ン
パ
ス

問
同
大
学
事
務
室

　

☎
42
・
４
７
０
０

◆
「
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
」
の
情
報

提
供
に
つ
い
て
の
お
願
い

　　

吉
備
国
際
大
学
地
域
創
成
農
学

部
で
は
、今
年
度
よ
り
『
淡
路
特
産

「
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
」
の
六
次
産
業

化
に
向
け
た
総
合
研
究
』
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

　

取
組
の
一
環
と
し
て
、
現
在
、
ナ

ル
ト
オ
レ
ン
ジ
の
生
産
・
栽
培
状

況
、
過
去
の
経
緯
な
ど
、
六
次
産

業
化
に
必
要
な
基
礎
情
報
を
収
集

し
て
い
ま
す
。
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
の

生
産
・
加
工
・
流
通
に
関
わ
っ
て
お

ら
れ
る
方
（
か
つ
て
関
わ
っ
て
お
ら

れ
た
方
）、
ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
同
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

　

☎
42
・
４
７
０
８

　

E-m
ail

：m
orino@

kiui.ac.jp

吉
備
国
際
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

南あわじ市は市制 10 周年

▲昨年クリスマス会の様子

▲ナルトオレンジを収穫する学生

ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　　　　　 　　　   （11月１8 日現在） 

区分 件数 金額
南あわじ市内 450件 63,135,749円

市外（島内） 71件 12,703,000円

市外（島外） 2,152件 117,322,073円

合計 2,673件 193,160,822円

詳細は市のホームページで掲載しています

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

終
戦
70
年
全
国
戦
没
学
徒
追
悼
式
典

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
！

ふ
る
さ
と
南
あ
わ
じ

            

応
援
寄
附
金

▲戦後70年の節目に、若人の広場公園で開催された全国戦没学徒追悼式典

技
能
功
労
者
表
彰

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
次
の
14
人
に

中
田
勝
久
市
長
か
ら
表
彰
盾
と
と

も
に
、お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
同
日
、
市
商
工
会
が
主
催

す
る
南
あ
わ
じ
市
優
良
従
業
員
表

彰
式
典
も
催
さ
れ
、
40
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

◆
南
あ
わ
じ
市
技
能
功
労
者
は
次

の
人
た
ち
で
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

居
内　

幸
葊
（
松
帆
、
造
園
師
）

納　
　

正
一  

（
広
田
、
大
工
）

松
本　

吉
二
（
市
、建
具
職
）

藤
原　

基
延
（
神
代
、
配
管
工
）

東
浦　

信
子
（
榎
列
、美
容
師
）

安
井　

厚
子
（
広
田
、
理
容
師
）

奥
野
み
ゑ
子　
（
湊
、
理
容
師
）

亀
井　

由
江　
（
八
木
、
理
容
師
）

川
原　

高
男（
阿
万
、自
動
車
整
備
士
）

垣
本　

敏
明（
松
帆
、自
動
車
整
備
士
）

松
下　

定
司
（
市
、
電
気
工
事
士
）

小
畠　

豊
樹
（
賀
集
、
電
気
工
事
士
）

雨
堤　

重
光
（
津
井
、
瓦
製
造
工
）

亀
井　

二
郎
（
松
帆
、
瓦
製
造
工
）

　

永
年
優
れ
た
技
能
で
、
地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
の
功
績

を
讃
え
る
「
南
あ
わ
じ
市
技
能

功
労
者
表
彰
式
」
が
11
月
23
日
の

勤
労
感
謝
の
日
に
市
役
所
多
目
的

▲技能功労者に贈られた表彰盾
　

若
人
の
広
場
公
園
で
10
月
21
日
、

終
戦
70
年
全
国
戦
没
学
徒
追
悼
式

典
が
行
わ
れ
、井
戸
敏
三
兵
庫
県
知

事
や
遺
族
ら
約
６
３
０
人
が
参
列
し

て
、恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。
式
典
は
、県
や
南
あ
わ
じ

市
な
ど
の
実
行
委
員
会
が
主
催
し
て

戦
後
70
年
の
節
目
に
昭
和
18
年
10

月
21
日
に
東
京
の
明
治
神
宮
外
苑

競
技
場
で
行
わ
れ
た
「
出
陣
学
徒

壮
行
会
」
の
あ
っ
た
日
に
合
わ
せ
て

開
催
。
建
築
家
の
故
丹
下
健
三
氏
が

設
計
し
た
施
設
の
記
念
塔
と
学
徒

を
悼
む
「
永
遠
の
灯
と
も
し
び」
を
前
に
、参

列
者
は
黙
祷
の
後
、白
菊
を
供
え
て

平
和
へ
の
祈
り
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

11
月
1
日
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
か
ら
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
の
巨
大
地
震
が
発
生
し
大
津
波

警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
の
想
定
で
、

各
自
治
会
公
会
堂
や
集
会
所
等
で

約
９
千
人
が
参
加
し
て
避
難
訓
練

を
含
む
各
自
主
防
災
組
織
で
の
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、午
前

10
時
30
分
か
ら
三
原
健
康
広
場
の
メ

イ
ン
会
場
で
自
衛
隊
、警
察
、医
師
会
、

消
防
団
な
ど
関
係
機
関
約
30
団
体

が
協
力
し
て
総
合
的
な
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
現
地
対
策
本
部
の
設

置
や
倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
負
傷
者

を
救
出
搬
送
し
て
救
護
す
る
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、一
般
参
加
者
は
起
震
車
や
煙

体
験
の
コ
ー
ナ
ー
を
通
し
て
、
災
害

時
の
様
子
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
知
識
を

学
ぶ
講
習
会
も
開
か
れ
、救
護
の
方

法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
、
参

加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
指
導
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

▲メイン会場となった三原健康広場での訓練
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南あわじ市は市制 10 周年

今月の納税

問税務課☎43-5213

国民健康保険税・･･･・・・・・【６期】

納期限　12月25日(金)12月25日(金)
《納期内に忘れず納付しましょう》

◆便利な口座振替をご利用ください！

－口座振替のメリット－

　　安心…お金を持ち歩く必要がないので安心です。

　　便利…納期ごとに金融機関や市役所の窓口等

　　　　　に行く必要がなく便利です。

　　確実…指定口座から自動的に払い込まれるの
　　　　 で、納め忘れがなく確実です。

★申し込み手続きは、とても簡単！

　口座振替の依頼書は、市内の各金融機関及び市役所

　税務課にありますので、預貯金通帳と届出印をご持参
の上、手続きをしてください。

☎ 0120-95-0178
平日 9：30 ～ 22：00、土日祝 9：30 ～ 17：30 ※年末年始を除く

※外国語対応は☎ 0120-0178-26マイナンバー総合フリーダイヤル（無料）

　平成 28 年 1 月からの個人番号カードの交付開始
に伴い、住基カードの交付及び住基カード向け電子
証明書の発行が終了します。

　12 月 28 日（月）午後５時で交付を終了します。
　申請の受付は 12 月 22 日（火）で終了します。カー
ドの受け取りを 12 月 28 日までにできる人のみです。
　現在有効な住基カードをお持ちの人は、有効期間満了
まで利用することができます。
　個人番号カードの交付を受ける場合は、住基カードを
廃止・返納する必要があります。

住基カードの交付及び住基カード向け
電子証明書の発行終了

マイナちゃん

いよいよ
マイナンバー制度

（社会保障・税番号制度）

始まります⑤

　12 月 22 日（火）午後５時で発行を終了します。それ
以降は、住基カードに電子証明書を格納することができ
なくなります。
　現在有効な電子証明書をお持ちの人は、有効期間満了
まで利用することができますが、有効期限が３か月以内
の人は更新申請をすることができます。
　平成 28 年 1 月以降は、個人番号カードに電子証明書
を格納することになります。
　個人番号カードの交付には時間を要しますので、場合
によっては確定申告の期間にカードの交付を受けられな
い恐れがあります。e-Tax で電子証明書を利用する人は
ご注意ください。
　住基カードへの電子証明書発行を希望する場合は 12
月 22 日（火）までに本人が市民課でお手続きください。

１．申請（郵送の場合）
　「個人番号カード交付申請書」に必要事項を記入・押印
し、写真を添付し返信用封筒で地方公共団体情報システ
ム機構へ郵送してください。
※写真とご本人との同一性を確認できない場合は、カー
ドを交付することができませんのでご注意ください。ま
た申請に当たっては、同封されている説明書をよくお読
みください
 ２．交付
　平成 28 年 1 月より順次、申請者へ発行通知書兼照会
書を転送不要で送付します。通知書が届きましたら、必
要書類を持って本人が市民課へお越しください。
　本人確認や暗証番号設定後、個人番号カードを交付し
ます。

個人番号カードの交付申請
　平成 28 年 1 月から、個人番号の確認や本人確認
に利用できる個人番号カードが希望者に交付されま
す。通知カード送付時に同封されている申請書によ
る郵送申請や、スマートフォン、パソコン等でオン
ライン申請し、カードの受取りは市役所へお越しい
ただくことになります。

マイナンバー制度に便乗した口座番号や個人情報を取得しようとする不審な電話にご注意ください注意：

 平成 26 年度滞納処分件数
　　　　　　　　   （島内3市と県の合計） 

区分 件数
差　押 2,816件

公　売 15件

捜　索 7件

タイヤロック 31件

税の徴収強化月間
スタート！

～ 納期限は守りましょう ～

　南あわじ市と島内２市及び
洲本県税事務所では、12月を
全島一斉徴収強化月間として、
税負担の公平性を確保するため

「ストップ滞納!!」をスローガン
に掲げ、財産の差押え、自動車
のタイヤロックの実施など滞納
対策を強化します。

　南あわじ市が昨年度に実施した財産の差押件数は、給与
等の債権、動産等をあわせて323件にのぼります。また、差押
えた動産をインターネット公売により換価（税金に充てる）し
ています。
　納税をお忘れの人は至急納付してください。なお、一度に
納税が困難な人は、税務課納税係（☎43-5213）へお早めに
相談ください。

▲公売財産の写真

　税金を滞納すると、納期限までに納めた納税者との公平を
保つために、滞納している人の財産（不動産、預貯金、給与な
ど）の差押え、さらにその財産を公売するなどの滞納処分を行
うことになります。

滞納処分の流れ滞納処分の流れ

納期限までに完納していない場合には、督促状により督促

【 督促 】

官公署・金融機関・勤務先・取引先・滞納者の財産を占有
する第三者などに対して財産調査

財産調査で発見した滞納者の財産に対する差押え

差し押さえた不動産等は「公売」、金銭債権は「取立て」によ
り、差押財産の換価（＝換金）

【 財産調査 】

【 差押え 】

【 換価 】

３． 必要書類
　個人番号カード発行通知書兼照会書、通知カード、本人
確認書類、印鑑、住基カード（お持ちの人のみ廃止・返納）
※法定代理人等の場合は必要書類が異なりますのでお問い
　合わせください
４．手数料
　初回発行手数料は無料です。（電子証明書含む）
※紛失などの理由の再交付手数料は 800 円、電子証明書
　の再発行手数料は 200 円です
５．有効期限
　発行日から 10 回目の誕生日までです。ただし、20 歳未
満の人は 5 回目の誕生日、外国人住民は在留区分等により
有効期限が異なります。また、電子証明書は発行日から 5
回目の誕生日までです。（e-Tax 等に利用できる署名用電
子証明書は住所変更等すると失効します）
　

住基カードの交付

住基カード向け電子証明書

（表） （裏）

▲個人番号カードのイメージ
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　皆さんが納める税金や国・県からの補助金は、

さまざまな形で使われています。これらがどのくら

い納められ、どう使われているのか、９月30日時

点の財政状況をお知らせします。詳しくは、ホーム

ページまたは財政課にあります「南あわじ市の財

政状況 平成27年度中間報告」をご覧ください。 

　　　　　　　　　　　問財政課☎43-5209

一般会計
予算現額 281億 1,874 万円

・・・道路や学校などの整備をはじめ、福祉や教育、消防などの市政の基本となる事業を行う会計

区　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
国民健康保険 78億3,446万円 29億7,878万円 38.0％ 40億2,062万円 51.3％

後期高齢者医療 12億6,518万円 1億9,960万円 15.8％ 5億2,126万円 41.2％

介護保険 47億604万円 19億2,124万円 40.8％ 19億1,521万円 40.7％

訪問看護事業 5,099万円 1,033万円 20.3％ 1,847万円 36.2％

土地開発事業 6,680万円  9,083万円 136.0％ 　　183万円   2.7％

産業廃棄物最終処分事業 7,375万円 5,304万円 71.9％ 2,174万円 29.5％

ケーブルテレビ事業 3億9,769万円 2億8,472万円 71.6％ 1億4,461万円 36.4％

特別会計

企業会計

･･･国民健康保険や介護保険、ケーブルテレビなど、特定の歳入で特定の事業を行う会計

･･･企業と同じような経理をする会計

公共施設
施設名 休業日

市役所 29日(火)～３日(日)

※戸籍届出の受付等は年末年始も市民課で行います

診療所 29日(火)～３日(日）

火葬場 　１日(金)～３日(日)

産業廃棄物処分場 29日(火)～５日(火)

子育て学習・支援センター 28日(月)～４日(月)

図書館（図書室） 28日(月)～４日(月)

淡路人形浄瑠璃資料館 28日(月)～４日(月)

玉青館 27日(日)～４日(月)

慶野松原荘 24日(木)～28日(月)

うずの丘大鳴門橋記念館 15日(火)～17日(木)

淡路人形座 22日(火)午後～31日(木)

道の駅うずしお・鳴門みさき荘 無休

海釣り公園メガフロート 29日(火)～３日(日)

丸山海釣り公園 29日(火)～３日(日)

魚彩館
30日(水)～６日(水)
※30日(水)=正午まで営業
※７日(木)=10:00～営業

湯の川荘 27日(日)～３日(日)

伊加利デイサービスセンター 29日(火)～３日(日)

体育館・スポーツセンター 28日(月)～４日(月)

さんさんネット 29日(火)～３日(日)

消費生活センター 29日(火)～３日(日)

美菜恋来屋
１日(金)～２日(土)　
※火曜日が定休日ですが12月29日、
　１月５日は営業

◉可燃ゴミ

淡路広域行政粗大ごみ処理場（奥畑処理場）☎24-1676
●休業日＝31日（木）～３日（日）
●臨時開場日＝29日(火）９：00～16：30
　　　　　　　30日（水）９：00～正午

56 億 2,232 万円

39 億 7,800 万円

24 億 2,392 万円

9 億 6,480 万円

2 億 7,684 万円

1 億 829 万円

4 億 7,542 万円

16 億 3,432 万円

【歳入】　収入済額140億5,533万円 【歳出】　支出済額105億4,839万円
( 予算現額 ) ( 予算現額 )

70 億 5,356 万円

44 億 4,289 万円

40 億 918 万円

23 億 8,823 万円

26 億 4,155 万円

29 億 6,937 万円

19 億 7,811 万円

  9 億 5,099 万円

  5 億 3,967 万円

11 億 4,519 万円

100 億 5,000 万円

25 億 8,483 万円

【地方交付税】 68億 1,426万円（68.8%)

15億 4,139万円（94.3%)15億 4,139万円（94.3%)

【市税】

【市債】

【県支出金】

【繰入金】

【使用料・手数料】

【分担金・負担金】

【諸収入】

【その他】

【地方交付税】

【市税】

【市債】

【国庫支出金】

【県支出金】

【繰入金】

【使用料・手数料】

【分担金・負担金】

【諸収入】

【その他】

5億 1,490万円（19.9%)5 億 1,490万円（19.9%)

0 円（0.0%)0 円（0.0%)

6 億 3,513万円（65.8%)6 億 3,513万円（65.8%)

2 億 4,393万円（44.1%)1 億 8,271万円（38.4%)

3,609 万円（29.2%)2,575 万円（23.8%)

22億 153万円（31.6%)

17億 5,593万円（39.5%)

10億 4,212万円（41.2%)

7 億 5,647万円（31.7%)

4 億 3,063万円（45.3%)

1 億 5,249万円（32.1%)

2 億 9,167万円（25.5%)

21億 1,765万円（30.0%)

17億 5,593万円（39.5%)

10億 2,951万円（39.0%)

7 億 5,647万円（31.7%)

4 億 3,063万円（45.3%)

1 億 1,603万円（21.5%)

2 億 9,167万円（25.5%)

【民生費】【民生費】68億 8,561万円（68.5%)68億 8,561万円（68.5%)

32億 7,084万円（58.2%)32億 7,084万円（58.2%)

【公債費】

【教育費】

【土木費】

【消防費】

【商工費】

【その他】

【公債費】

【教育費】

【土木費】

【消防費】

【商工費】

【その他】

【農林水産業費】【農林水産業費】

【総務費】【総務費】

0円（0.0%)

【県支出金】

9億 9,900万円（41.2%)

18億 8,049万円（45.7%)18億 8,292万円（47.0%)

14億 419万円（47.3%)14億 419万円（47.3%)

7 億 1,227万円（39.9%)7 億 6,339万円（38.6%)【衛生費】【衛生費】

56 億 2,232 万円

39 億 7,800 万円

24 億 2,392 万円

9 億 6,480 万円

2 億 7,684 万円

1 億 829 万円

4 億 7,542 万円

16 億 3,432 万円

【歳入】　収入済額140億5,533万円 【歳出】　支出済額105億4,839万円
( 予算現額 ) ( 予算現額 )

70 億 5,356 万円

44 億 4,289 万円

40 億 918 万円

23 億 8,823 万円

26 億 4,155 万円

29 億 6,937 万円

19 億 7,811 万円

  9 億 5,099 万円

  5 億 3,967 万円

11 億 4,519 万円

100 億 5,000 万円

25 億 8,483 万円

【地方交付税】 68億 1,426万円（68.8%)

15億 4,139万円（94.3%)15億 4,139万円（94.3%)

【市税】

【市債】

【県支出金】

【繰入金】

【使用料・手数料】

【分担金・負担金】

【諸収入】

【その他】

【地方交付税】

【市税】

【市債】

【国庫支出金】

【県支出金】

【繰入金】

【使用料・手数料】

【分担金・負担金】

【諸収入】

【その他】

5億 1,490万円（19.9%)5 億 1,490万円（19.9%)

0 円（0.0%)0 円（0.0%)

6 億 3,513万円（65.8%)6 億 3,513万円（65.8%)

2 億 4,393万円（44.1%)1 億 8,271万円（38.4%)

3,609 万円（29.2%)2,575 万円（23.8%)

22億 153万円（31.6%)

17億 5,593万円（39.5%)

10億 4,212万円（41.2%)

7 億 5,647万円（31.7%)

4 億 3,063万円（45.3%)

1 億 5,249万円（32.1%)

2 億 9,167万円（25.5%)

21億 1,765万円（30.0%)

17億 5,593万円（39.5%)

10億 2,951万円（39.0%)

7 億 5,647万円（31.7%)

4 億 3,063万円（45.3%)

1 億 1,603万円（21.5%)

2 億 9,167万円（25.5%)

【民生費】【民生費】68億 8,561万円（68.5%)68億 8,561万円（68.5%)

32億 7,084万円（58.2%)32億 7,084万円（58.2%)

【公債費】

【教育費】

【土木費】

【消防費】

【商工費】

【その他】

【公債費】

【教育費】

【土木費】

【消防費】

【商工費】

【その他】

【農林水産業費】【農林水産業費】

【総務費】【総務費】

0円（0.0%)

【県支出金】

9億 9,900万円（41.2%)

18億 8,049万円（45.7%)18億 8,292万円（47.0%)

14億 419万円（47.3%)14億 419万円（47.3%)

7 億 1,227万円（39.9%)7 億 6,339万円（38.6%)【衛生費】【衛生費】

平成27年度上半期
（平成27年４月１日～９月30日）

予算現額 執行額

区　分
収　入 支　出

予算現額 執行額 執行率 予算現額 執行額 執行率

　下水道事業
収益的 28億4,750万円 16億348万円 56.3% 28億3,835万円 4億6,207万円 16.3%

資本的 22億5,562万円 1億3,759万円 6.1% 33億587万円 12億300万円 36.4%

　国民宿舎事業
収益的 4億4,879万円 ２億1,987円 49.0% 4億4,437万円 ２億688万円 46.6%

資本的 1万円 0円 0.0% 1,260万円 184万円 14.6%

　農業共済事業 収益的 4億894万円 8,583万円 21.0% 4億894万円 9,942万円 24.3%

市の財政状況

区分 南あわじ市全域

場所 中央リサイクルセンター（榎列上幡多）☎43-3200

業務時間 （月～金）９：00～16：00、（土・日）休み
※毎月第２日曜日は９：00～16：00

休業日 29日（火）～３日（日）

区分 　　　　　　　　　　　　　　　　　　市　内　全　域

場所 やまなみ苑（広田広田）☎45-0534

休業日 １日（金）～３日（日）まで休み　※29日（火）～31日（木）は、8:30～16:30開場

注意事項

❶ 市指定のゴミ袋を使用して持ち込んでも「手数料」が必要です
❷ 草は一抱えでヒモで縛るか、袋詰めしてください
❸ 剪定枝は太さ10ｃｍ以内、長さ1ｍ以内とし、一抱えでヒモで縛るか、袋詰めしてください
❹ 農業用資材や家屋解体物など産業廃棄物は受け入れができません
❺ 必ず時間内に持ち込んでください
❻ 持込に際して道路上にゴミが飛び散らないよう、荷台にシート掛けなどの処置をしてください

※（　　）は予算現額に対する執行率

年末年始の
業務案内

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～

温泉
施設名 営業時間

ゆとりっく 30日(水)～３日(日)10:00～22:30

さんゆ～館 31日(木)＝10:00～翌日１:00
　１日(金)～３日(日)＝10:00～24:00

ゆーぷる 31日(木)＝10:00～22:30
　１日(金)～３日(日)＝10:00～24:00

プール＆フィットネス
施設名 休業日

ゆとりっく 29日(火)～３日(日)

サンプール 28日(月)～４日(月)

◉粗大ゴミ・資源ゴミ
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◆ 新電話番号◆
南あわじ市役所（代表）
　☎43-5001（総務課）

【議会】
議会事務局☎43-5005

【危機管理部】
危機管理課☎43-5203

【企画部】
秘書課☎43-5204
ふるさと創生課☎43-5205
うずしお世界遺産推進課
　　　　　　　☎43-5207
情報課☎43-5206
　ケーブルテレビ☎43-2345

【総務部】
総務課☎43-5001
財政課☎43-5209
管財課☎43-5210

【市民部】
市民課☎43-5212
税務課☎43-5213
環境課☎43-5214

【福祉部】
福祉課☎43-5216
子育て支援課☎43-5219
長寿福祉課☎43-5217
 地域包括支援センター
　　　　　☎43-5237
健康課☎43-5218

【農商部】
商工観光課☎43-5221
 消費生活センター
　　　　　☎43-5099
農林水産課☎43-5223
食の拠点推進課
　　　　　☎43-5224
農地整備課☎43-5225

【建設部】
建設課☎43-5226
都市計画課☎43-5227
下水道課☎43-5228

【会計】
会計課☎43-5229

【教育委員会】
教育総務課☎43-5230
学校教育課☎43-5231
社会教育課☎43-5232
体育青少年課☎43-5234
青少年育成センター
　　　　　　☎43-5238

【各委員会事務局】
選挙管理委員会事務局
　　　　　　☎43-5004
監査委員事務局・固定資産
評価審査委員会事務局
　　　　　　☎43-5235
農業委員会事務局
　　　　　　☎43-5236

広報  
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お知らせ 南あわじ市は市制10周年

第64回市議会定例会日程（12月）

　  議 会

開会：午前10時～
◆委員会

日程 委員会 内容

９日（水）総務常任委員会
付託案件
の審査

10日（木）産業厚生常任委員会

　問議会事務局☎ 43-5005
開会：午前10時～

◆本会議
日程 内容

11月20日（金）
11月26日（木）

①委員会調査報告　　　　　　
②議席の変更
③条例案上程　
④平成27年度補正予算案上程
⑤その他の案件上程

３日（木） 一般質問 

４日（金） 一般質問

７日（月）
①一般質問　　　　　　　　　
②追加議案上程

８日（火） 予備日

１４日（月）
①追加議案上程　　　　　　　
②付託案件委員会審査報告
　（質疑、討論、表決）

■ 議会は市役所本館４階の議場で傍聴
できます。

◆ダンボール箱３辺140㎝で20kg以内に入れられているものを自宅
　から宅配便により回収します。

パソコン無料回収について
　市との連携事業者がご家庭の使用済みのパソコンの無料回収
を行っています。 問環境課☎４３－５２１４

　◆パソコンと小型家電を詰め合わせての回収が可能です。

詳細・申込みは、Ｗｅｂで http://www.renet.jp

　◆有料オプションでデータ消去、ダンボール事前送付などがあります。

リネットジャパン 検 索

　　　　　2016年 
　　　  南あわじ市 成人式☆
　　　　　　   ○日時 １月10日（日）
　　　　　　　　　　    受付12:30～ 開式13:30～

　
12 月 9 日（水）
さんゆ～館の臨時休館

　さんゆ～館は施設修繕工事に伴い、
12月９日（水）を臨時休館とさせてい
ただきます。
　ご利用を予定されている皆様にはご
不便ご迷惑をおかけしますが、ご理解
いただきますようお願いします。

問健康課☎４３－５２１８

「
税
金
」
は
誇
り

　

     

兵
庫
県
立
洲
本
高
等
学
校  

　

     

1
年　

柳
川 

真
菜
（
倭
文
）

　

私
は
中
学
一
年
の
時
、入
院
・
手
術
を

し
た
。
税
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
た
の

は
こ
の
時
が
初
め
て
だ
っ
た
。

　

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
医
療
に
関
す
る

事
に
、
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

知
っ
て
い
た
。
皮
膚
科
に
行
っ
た
と
き
、

隣
の
患
者
さ
ん
の
薬
に
は
税
が
効
か
ず
、

自
分
の
薬
代
の
二
倍
以
上
は
し
て
い
た

か
ら
驚
い
た
。
で
も
、こ
の
こ
ろ
は
ま
だ

税
の
事
に
関
し
て
は
他
人
事
レ
ベ
ル
で
、

深
く
考
え
た
り
は
し
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
私
だ
が
、骨
折
を
し
て
手
術

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
入
院

代
や
手
術
代
に
薬
代
、け
が
を
し
た
ら

莫
大
な
お
金
が
飛
ん
で
い
く
と
思
っ
た
。

で
も
実
際
は
そ
ん
な
こ
と
は
無
か
っ
た

の
だ
。
入
院
部
屋
は
一
日
ご
と
に
お
金

が
か
か
る
の
だ
が
、選
ん
だ
部
屋
が
相

部
屋
だ
っ
た
た
め
お
金
は
不
必
要
だ
っ

た
。「
こ
ん
な
こ
と
が
本
当
に
あ
る
の
だ

ろ
う
か
」
そ
う
思
っ
た
の
は
今
で
も
覚

え
て
い
る
。
で
も
よ
く
考
え
る
と
こ
れ

を
可
能
に
し
て
い
る
の
は
「
税
金
」
の

存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、け
が
を
し
て

し
ま
っ
た
身
と
し
て
は
本
当
に
あ
り
が

た
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
「
税
金
っ
て
何
の

た
め
に
支
払
わ
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」

と
い
う
考
え
で
、税
金
に
良
い
印
象
は
無

か
っ
た
。
だ
か
ら
、こ
の
時
私
の
中
で
税

金
に
対
す
る
印
象
が
変
わ
っ
た
。そ
し
て
、

税
金
を
使
う
こ
と
に
対
し
て
申
し
訳
な

い
気
持
ち
に
も
な
っ
た
。

　
「
税
金
」
と
い
う
存
在
は
普
段
の
生

活
だ
と
、
自
分
た
ち
の
財
産
か
ら
引
っ

こ
抜
か
れ
て
い
る
よ
う
に
し
か
感
じ
ら

れ
な
い
。
で
も
よ
く
考
え
る
と
私
達
は

「
税
金
」
を
支
払
う
代
わ
り
に
「
税
金
」

に
助
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
の

経
験
の
よ
う
に
医
療
の
現
場
で
は
も
ち

ろ
ん
税
が
使
わ
れ
て
い
る
。
も
し
医
療
へ

の
税
が
無
か
っ
た
ら
、病
気
に
な
っ
た
時

や
不
慮
の
事
故
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
、

貧
富
の
差
に
よ
り
手
当
を
受
け
ら
れ
な

い
人
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、私
達
学
生
は
学
費
へ
対
し
て

税
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
税
が
無
か
っ

た
ら
、私
立
学
校
と
同
じ
よ
う
に
高
い

お
金
が
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、学
校
に
通
え

な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う

に
、私
た
ち
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
無
意
識

の
う
ち
に
税
に
助
け
ら
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
、大
人
に
な
り
税
を
払
っ
て
い
く
こ

と
は
未
成
年
時
代
へ
の
恩
返
し
で
あ
り
、

老
後
へ
の
貯
金
だ
。

　
「
税
金
」
に
対
し
て
は
本
当
に
色
々
な

考
え
方
が
あ
る
。
で
も
、日
々
私
達
が
税

に
助
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
「
税

金
」
に
向
き
合
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

問
洲
本
税
務
署
☎
24
・
１
２
１
２

税
に
関
す
る
作
文
紹
介

淡
路
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞
受
賞
作
文

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）
と
は
、
最
初
に
作
ら
れ

た
医
薬
品（
先
発
医
薬
品
＝
新
薬
）

の
特
許
終
了
後
に
、
厚
生
労
働
省

の
認
可
の
も
と
製
造
・
販
売
さ
れ

て
い
る
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新

薬
と
同
じ
有
効
成
分
、同
じ
効
能
・

効
果
を
も
つ
医
薬
品
で
す
。

特
徴
　
❶
新
薬
よ
り
安
価
で
経

済
的
で
す

❷
効
き
目
や
安
全
性
は
、
新
薬
と

同
等
で
す

❸
飲
み
や
す
さ
や
副
作
用
を
抑
え

る
工
夫
な
ど
の
改
良
が
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す

※
希
望
す
る
場
合
は
、
医
師
や
薬

剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
市
民
課
☎
43
・
５
２
１
２

　
国
民
健
康
保
険
証
を
12
月
１
日
に
更
新
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
証
（
短
期
証
及
び

資
格
証
明
書
含
む
）
は
12
月
１
日
が

更
新
日
と
な
っ
て
お
り
、
受
診
の
際

は
新
し
い
保
険
証
を
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
11
月
下
旬

に
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
郵
送

（
簡
易
書
留
）
し
て
い
ま
す
の
で

お
手
元
に
届
い
て
い
る
か
ご
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
い
て
な
い
場
合
は
、

市
役
所
ま
で
受
け
取
り
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。お
越
し
に
な
れ
な
い
場

合
は
、市
民
課
へ
連
絡
を
い
た
だ
け

れ
ば
再
度
郵
送
い
た
し
ま
す
。

期
限
切
れ
保
険
証
の
返
却
先

　

市
役
所
ま
た
は
沼
島
出
張
所

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
人 

　

期
間
の
短
い
保
険
証
（
短
期
証
）

ま
た
は
、
資
格
証
明
書
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

※
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
て
い

る
人
で
、
保
険
税
を
納
付
で
き

な
い
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
市
民
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
短
期
証
が
交
付
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す

保
険
税
、一
部
負
担
金
の
減
免

　

災
害
等
の
特
別
な
事
情
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
保
険
税
や

医
療
機
関
等
で
の
自
己
負
担
金
の

減
免
等
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
市
民
課
・
税
務
課
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
☎
43
・
５
２
１
２

　

税
務
課
☎
43
・
５
２
１
３

　

　ふれあい（人権）カレンダーは、各自
治会を通じて配布していましたが、今
年度から各小学校を通じての配布に
変更させていただきます。
　なお、市民交流センターで、校区のカ
レンダーを設置していますので必要な
人は交流センターまでお願いします。
※枚数に限りがあります

問社会教育課☎４３‐５２３２

ふれあい（人権）
カレンダーの配布

　
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
の
実
施

期
間　

12
月
1
日
（
火
）

～
10
日
（
木
）

『
や
さ
し
さ
と
　
笑
顔
で

走
る
　
兵
庫
の
道
』

運
動
の
最
重
点
項
目

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
安
全

運
動
の
重
点
項
目

❶
飲
酒
運
転
の
根
絶

❷
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

❸
自
転
車
の
交
通
安
全

❹
夕
暮
れ
時
の
交
通
安
全

問
危
機
管
理
課

　

☎
43
・
５
２
０
３

■インターネットによる中
継、モニター中継（市
役所本館４階議場ロ
ビー、中央公民館）をし
ています。 ご利用くだ
さい。

◆
対
象
者

　

市
内
在
住
で
経
済
的
な
問

題
な
ど
で
生
活
に
お
困
り
の
人

（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

は
除
き
ま
す
）

◆
事
業
の
内
容

❶
自
立
相
談
支
援
事
業

　

専
門
の
相
談
員
が
相
談
を
受

け
て
、ど
の
よ
う
な
支
援
が
必

要
か
を
相
談
者
と
一
緒
に
考
え
、

具
体
的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、寄
り
添
い
な
が
ら
自
立
に
向

け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

❷
住
居
確
保
給
付
金

　

65
歳
未
満
で
、離
職
な
ど
に

よ
り
、住
居
を
失
っ
た
人
、ま
た

は
失
う
恐
れ
の
高
い
人
に
就
職

に
向
け
た
活
動
等
を
条
件
と
し

て
一
定
期
間
、家
賃
相
当
額
を

支
給
し
ま
す
。

問
南
あ
わ
じ
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
44
・
３
０
０
７

生
活
困
窮
者
の
相
談
事
業

　◆パソコンが含まれない場合は有料880円（税別）での回収になります。

　◆申込みはリネットジャパンへ直接お願いします。

○場　所　南あわじ市文化体育館
○対象者　平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれの人

※案内状の送付は行いません
　住民票が南あわじ市にない人も参加できます

《お問い合わせ》 社会教育課☎43-５２３２



広報  

　

　　

　

　

お知らせ
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南あわじ市は市制10周年

　　　 みなさんのお役に立ちます
　　○植木剪定　　○大工・左官仕事　　○農作業　　○除草・草刈　　○軽作業

　　○施設管理　　○清掃　　○毛筆筆耕　　○家事手伝い（掃除・洗濯・食事支度）など

　　 お気軽にお電話下さい           どんな仕事でもご相談下さい         

　（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　　〒 656-0122　南あわじ市広田広田 1064 番地（旧緑庁舎 1 階）
　　　 

会　員
募集中

★
大
会
結
果
は
、秘
書
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。☎
43
・
５
２
０
４ 

F 

43
・
５
３
０
４
、市
大
会
規
模
以
上

※
大
会
結
果
は
大
会
主
催
者
側
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
、作
成
し
て
お
り
ま
す

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

◆
南
あ
わ
じ
市
ペ
タ
ン
ク
協

会
M
Ｐ
A
ア
ベ
ッ
ク
・
ペ
タ
ン

ク
合
戦
（
11
月
１
日
、
慶
野
松
原
）

大
会
結
果

山
口　

幸
雄（
潮
美
台
）

庄
田　

貴
子（
潮
美
台
）

一
矢　

 

力　
（
潮
美
台
）

村
上　

順
子（
潮
美
台
）

①②

TEL ／ 0799-45-0171（代）　　0799-45-0012　　　FAX ／ 0799-45-1814

シルバー人材センターは
旧緑庁舎へ移転しました 

　

●遺品整理　　      ●生前整理
●お部屋のお掃除　●お引っ越し
●お墓のお掃除　   ●電化製品引取 他
０１２０‐６６０‐８８９

まずはお問い合わせください！

セイリヤドットコム㈱

◆
南
あ
わ
じ
市
内
ふ
れ
あ
い

卓
球
大
会
（
10
月
25
日
、
三
原

健
康
広
場
）　

【
団
体
戦
３
部
】 

①
酔
球
会

②
阿
万
ク
ラ
ブ
Ａ

③
し
づ
お
り
ク
ラ
ブ

③
ラ
ッ
キ
ー

【
ダ
ブ
ル
ス
戦
２
部
】

①
ポ
ー
ル
・
松
本
組（
西
淡
木
曜
チ
ー
ム
）

②
釜
本
・
樫
本
組（
西
淡
日
曜
チ
ー
ム
）

②
飛
松
・
北
井
組（
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
）

③
近
藤
・
富
田
組（
Ａ
Ｔ
０
Ｋ
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

③
大
下
・
東
組（
Ａ
Ｔ
０
Ｋ
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

【
ダ
ブ
ル
ス
戦
３
部
】

①
武
田
・
榎
本
組（
阿
万
ク
ラ
ブ
）

②
斉
藤
・
永
吉
組（
洲
本
Ｊ
ｒ
）

③
竹
中
・
菅
組（
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
Ｓ
）

③
松
野
・
岡
本
組（
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
Ｍ
）

【
団
体
戦
１
部
】 

①
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ

②
A
Ｔ
０
Ｋ
フ
ァ
ミ
リ
ー

③
名
球
会
A

【
団
体
戦
２
部
】 

①
ア
ナ
ガ
ク
ラ
ブ
Ａ

②
名
球
会
シ
ニ
ア

③
M
＆
K

③
ス
ポ
ー
ツ
21
第
三
小

　
淡
路
地
域
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

淡
路
地
域
に
関
す
る
都
市
計
画
区

域
の
整
備
、開
発
及
び
保
全
の
方
針（
都

市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
の
変
更
に

つ
い
て
の
都
市
計
画
案
を
縦
覧
し
ま

す
。
縦
覧
期
間
中
は
、
県
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

縦
覧
期
間 

※
土
・
日
は
除
く

　

12
月
８
日
（
火
）
か
ら

　

12
月
22
日
（
火
）
ま
で

縦
覧
場
所 

　

南
あ
わ
じ
市
都
市
計
画
課
お
よ

び
兵
庫
県
都
市
計
画
課
（
兵
庫

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
）

意
見
書
の
提
出
・
問
合
せ
先

の
変
更
に
関
す
る
都
市
計
画
案
の
縦
覧

http://web.pref.hyogo.lg.jp/town/cate3_201.html

　  募  集

▼県ホームページ

　
業
種　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
市

の
嘱
託
職
員
）

募
集
人
数　

５
人
（
合
計
）

募
集
協
力
隊
の
活
動

❶
沼
島
の
地
域
振
興
に
関
す
る
活
動

（
ま
ち
づ
く
り
及
び
地
域
活
性
化
）

❷
産
業
（
手
延
素
麺
）
の
振
興
に

関
す
る
活
動

❸
定
住
促
進
に
関
す
る
活
動
（
移

住
定
住
及
び
ふ
る
さ
と
納
税

の
促
進
等
）

申
込
期
限　

　

12
月
９
日
（
水
）
ま
で

試
験　

12
月
19
日
（
土
）

　
　
　

※
別
途
通
知
し
ま
す

応
募
資
格　

都
市
地
域
等
に
在
住

し
、
採
用
後
に
南
あ
わ
じ
市
内
に

住
民
登
録
を
異
動
で
き
る
人

※
応
募
資
格
等
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　

☎
43
・
５
２
０
５

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
募
集
し
ま
す
！

◆きばっていこう！南あわじ市商品券の有効期限は　
　１２月３１日までです。　　

問商工観光課☎４３‐５２２１

◆シルバー人材センター本部の
　電話番号について【お詫び】

広報10月号８頁で掲載しました旧緑庁舎に移転した　
シルバー人材センターの電話番号に誤りがありました。
正しくは、☎４５－０１７１【代表番号】
または、☎４５－００１２です。
訂正しお詫び申し上げます。秘書課広報担当

【
ダ
ブ
ル
ス
戦
１
部
】

①
安
倍
・
浜
田
組（
ダ
イ
ハ
ー
ド
３
）

　
◆「臨時福祉給付金」の
　申請はお済みですか？

　本年度は対象者1人につき６千円を支
給しています。
　支給対象の人は忘れず申請してくださ
い。（対象と思える人には８月に市役所か
ら申請書を送付しています）
　お問い合せは福祉課まで。
　詳細は、広報８月号２頁および９月号６
頁に案内済です。

問福祉課☎４３‐５２１６
問給付金専用ダイヤル☎４３‐５２４８

１２月番組の見どころ

さんさんニュース ( 週 5 回更新）
  　　 ※月曜日～金曜日 午後７時３０分更新

◆12月３日（木）B＆G杯少林寺拳法淡路大会　　　　
◆12月９日（水) 

◆12月15日（火）夢プロジェクト～阪神タイガース  
                    　　選手による野球教室～
◆12月17日（木）第20回 南淡路だんじり唄交流会
◆12月21日（月）『第5回 お茶の間川柳』優秀作品発表！

撮っておき☆ ※毎週月曜日 午後８時更新

◆12月７日（月）～12月14日（月）午後１時台まで
　　吉備国際大学地域創成生涯学習講座「淡路人形浄　
　　瑠璃の今、昔」淡路人形協会理事長 正井良徳 先生
◆12月14日（月）～12月21日（月）午後１時台まで
　　三原総合文化祭 ～芸能部門～
◆12月21日（月）～12月28日（月）
　　平成27年度 南あわじ市健康大学講座
　 「癌とどう闘うか？～近藤理論の是非を問う～」
　　南あわじ市国保阿那賀診療所 大鐘稔彦 医師

南あわじ市議会
第64回 南あわじ市議会定例会　一般質問
◆12月26日（土）、27日（日）
　　　          午前８時～・午後１時～・午後８時～
◆【再放送】１２月28日（月）～ 31日（木）
　　　          午後８時～
※放送日は一般質問の数によって変更になります

　

 ☎43-2345さんさんネット

※放送内容は変更する場合があります。ご了承ください

障
害
者
（
児
）
見
舞
金
の
支
給
に
つ
い
て
【
平
成
27
年
度
】

　

昨
年
に
申
請
さ
れ
た
口
座
に
、
障

害
者（
児
）見
舞
金
を
振
り
込
み
ま
す
。

対
象
者　

平
成
27
年
12
月
１
日
現

在
、
３
か
月
以
上
市
内
に
住
民
登

録
の
あ
る
障
害
者
（
児
）
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
、
療
育

手
帳
、
有
効
期
限
内
の
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ
人

支
給
額　

５
０
０
０
円

支
給
日　

12
月
22
日
（
火
）

※
平
成
26
年
12
月
１
日
以
降
に
手

帳
を
取
得
さ
れ
た
人
に
は
口
座

振
込
申
込
書
出
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
申
請
書
を
未
提
出
の
人

は
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

③
池
本
・
池
本
組（
Ｍ
＆
Ｋ
）

③
上
原
・
片
井
組（
ス
ポ
ー
ツ
21
第
３
小
）

　国民年金の被保険者期間は20歳から満60歳まで
ですが、60歳までに老齢基礎年金の受給資格期間
（25年）を満たしていない場合や、40年より納付済
み期間が少ないため、老齢基礎年金を満額受給でき
ない場合であって、厚生年金・共済年金に加入してい
ないときは、60歳以降でも申し出により任意で加入
して、保険料を納めることができます。
　ただし、さかのぼって加入することはできません。

国民年金の任意加入制度について

※詳しくは、市民課窓口（市役所本館1階）または、
　明石年金事務所☎０７８‐９１２‐４９８０まで
　お問い合わせください。

1年金額を増やしたい人は65歳までの間
2受給資格期間を満たしていない人は70歳までの間
3外国に居住する20歳以上65歳未満の日本人の人も
　任意加入することができます。
　この申し出については、平成20年4月1日から前項3
の場合を除き、保険料の納付方法は、口座振替が原則と
なりました。

❶預金口座を有していない場合
❷資格を喪失するまでの期間の保険料を前納する場合
　（加入する年度内に納付月数が40年を迎えて任意
　加入期間が終了する人など）
❸その他❶❷に準ずる事由により口座振替によらない
　正当な事由があると認められる場合

　なお、下記❶～❸の理由がある場合には、現金で納付
することもできます。

問市民課☎４３‐５２１２

◆ W チャンスプレゼントの公開抽選会を 11 月
　23 日に市役所別館で行いました。

当選者につきましては12月中の賞品発送をもって代えさせて頂きます。
なお、詳細は広報1月号でお知らせします。

◆ビックチャンスプレゼントの賞品が決定しました。
賞品は抽選プレゼント対象店で利用できる商品券「夢恋券」です。
◆特賞10万円分1本◆１等５万円分２本◆２等３万円分５本◆３等２万
円分15本◆４等１万円分60本です。
応募締切は12月31日となっています。（応募シール10枚を集めて各市
民交流センター・市役所本館・商工会本所に設置の応募ハガキに貼付し
て応募箱に投函してください。）

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
制
度
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た

　

法
律
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
の
選
挙
に
よ

る
選
出
が
な
く
な
り
、
平
成
29
年
７
月
31
日

以
降
は
市
長
に
よ
る
選
任
制
に
変
わ
り
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
毎
年
12
月
の
選
挙
人
名
簿
登
録

申
請
書
の
提
出
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
☎
43
・
５
０
０
4

問
兵
庫
県
都
市
計
画
課

　

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
３
５
７
８

〒
６
５
０
‐
８
５
６
７
神
戸
市
中
央

区
下
山
手
通
５
‐
10
‐
１

淡路島名誉大使 桂文枝さんによる
淡路人形座公演



広報  

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
動
画
製
作
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
エ
キ
ス
ト
ラ
登
録
者

　

地
域
創
生
の
一
環
と
し
て
交
流
人

口
の
拡
大
を
目
的
に
「
食
」
を
中

心
と
し
た
魅
力
を
発
信
す
る
新
た

な
試
み
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
動
画
を
電
通
西
日
本
と
連
携
し

製
作
す
る
こ
と
に
な
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
エ
キ
ス
ト
ラ
の
登
録
者
を
募

集
し
ま
す
。

▽
登
録
方
法　

氏
名
、
年
齢
、
住

所
、
電
話
番
号
（
携
帯
）、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
所
定
の
申
込

用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
用
紙
は
食
の
拠
点
推
進
課
、

　

商
工
観
光
課
に
設
置

▽
申
込
締
切　

12
月
７
日
（
月
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
企
画
内
容

　

に
よ
り
選
考
ま
た
は
抽
選

問
食
の
拠
点
推
進
課

　
☎
43
・
５
２
２
４

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
日
時　

翌
年
２
月
14
日
（
日
）

　

午
前
８
時
～

▽
場
所　

淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園

臨
時
農
業
用
大
型
ト
ラ
ク
タ

ー
技
能
講
習
会

▽
内
容　

❶
大
型
特
殊
技
能
講
習

　

❷
免
許
試
験

▽
日
程　

❶
翌
年
２
月
17
日
～
19

　

日
❷
翌
年
２
月
24
日
～
26
日

▽
場
所　

❶
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

第
３
駐
車
場
❷
自
動
車
運
転

免
許
試
験
場
（
明
石
市
）

▽
受
講
予
定
人
数　

50
人　

※
超
過
の
場
合
、調
整
あ
り

▽
申
込
締
切　

12
月
22
日（
火
）

問
農
林
水
産
課
☎
43
・
５
２
２
３

ま
ち
づ
く
り
ガ
ー
デ
ナ
ー
本
科
コ

ー
ス
受
講
生
募
集

▽
内
容　

植
物
の
栽
培
・
維
持
管

理
、
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
な
知
識
・
技
術
を
学
ぶ

▽
期
間　

４
月
～
９
月
（
８
月
を

除
く
）
の
う
ち
月
３
日

※
種
目
、
参
加
資
格
、
参
加
費
、

申
込
方
法
等
は
12
月
５
日
よ

り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す

▽
申
込
締
切　

翌
年
１
月
13
日（
水
）

問
体
育
協
会
事
務
局
（
三
原
健
康

広
場
内
）

　

☎
42
・
５
６
３
０

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
　

内
容　

職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
及
び
住

居
確
保
給
付
金
受
給
者
等
の
就

労
支
援
を
必
要
と
す
る
者

▽
日
時　

12
月
８
日（
火
）、22
日

（
火
） 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
１
階

※
事
前
申
込
が
必
要

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

女
性
の
た
め
の

　
　
　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談

▽
内
容　

仕
事
や
起
業
、
資
格
取

得
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
希
望

す
る
女
性
の
た
め
の
無
料
個

別
相
談 

※
一
時
保
育
あ
り
（
午
前
10
時
か

ら
11
時
30
分
ま
で
）

▽
日
程　

１
月
14
日
（
木
）　

 

▽
募
集　

80
人

▽
費
用　

１
万
５
７
０
０
円

※
実
習
材
料
費
な
ど
別
途

▽
申
込
締
切　

翌
年
３
月
11
日（
金
）

問
淡
路
景
観
園
芸
学
校

　

☎
０
７
９
９
・
82
・
３
４
５
５

南
あ
わ
じ
市
　

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５

▽
内
容　

人
権
作
文
表
彰
式
、朗

読
。猿
ま
わ
し
な
ど

▽
日
時　

12
月
12
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　

中
央
公
民
館　
　

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

下
水
道
接
続
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

農
協
ま
つ
り
に
下
水
道
接
続
に

関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
。

▽
時
間　

❶
午
前
10
時
❷
午
前
10

時
45
分
❸
午
前
11
時
45
分　

※
要
予
約 

▽
場
所　

働
く
婦
人
の
家 

▽
相
談
員　

い
い
ば
ち　

ひ
と
み

さ
ん
（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
・
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
） 

▽
申
込
締
切　

1
月
７
日
（
木
） 

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　

☎
43
・
５
２
０
５

第
15
回
南
あ
わ
じ
市

   

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▽
日
時　

翌
年
１
月
31
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分

▽
場
所　

三
原
健
康
広
場
体
育 

　

館
、
文
化
体
育
館

▽
対
象　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、

　

通
学
の
人
及
び
そ
の
家
族

▽
種
目　

❶
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
＝

小
学
生
を
持
つ
男
性
１
人
女
性

１
人
（
女
性
２
人
可
）
小
学
生

２
人
（
性
別
自
由
）
が
常
時
出

場
❷
ト
リ
ム
Ⅰ
の
部
＝
男
性
２

人
女
性
２
人
が
常
時
出
場
、
年

齢
は
自
由
（
女
性
が
男
性
に
変

わ
る
こ
と
は
可
）
❸
ト
リ
ム
Ⅱ

の
部
＝
男
性
２
人
女
性
２
人（
女

性
が
男
性
に
変
わ
る
こ
と
は
可
）

常
時
出
場
す
る
４
人
の
合
計
年

齢
が
１
４
０
歳
以
上
で
あ
る
こ

ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
宅
内
工
事
の
プ
ロ
で
あ
る
淡

路
広
域
管
工
事
業
協
同
組
合
南
あ

わ
じ
支
部
も
参
加
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
５
日（
土
）・６
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▽
場
所　

あ
わ
じ
島
農
業
協
同
組

　

合
本
所

問
下
水
道
課
☎
43
・
５
２
２
８

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
や
人

権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

▽
啓
発
期
間　

12
月
10
日
（
木
）

　

～
16
日
（
水
）

問
南
あ
わ
じ
警
察
署

　

☎
42
・
０
１
１
０

洲
本
公
証
役
場

　

公
正
証
書
遺
言
や
任
意
後
見
契

約
、
養
育
費
の
支
払
契
約
な
ど
の
契

と
。（
年
齢
は
大
会
当
日
の
満

年
齢
）
❹
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
＝

女
子
の
み
。
年
齢
等
フ
リ
ー

※
各
部
１
チ
ー
ム
８
人
登
録
可

▽
参
加
費　

１
０
０
０
円

▽
申
込
方
法　

申
込
書
を
榎
列
小

学
校
（
〒
６
５
６
‐
０
４
２
６

榎
列
大
榎
列
１
４
２
６
番
地
１
）

の
山
口
宛
に
郵
送

問
榎
列
小
学
校
（
山
口
）

　

☎
０
９
０
・
５
８
８
０
・
８
２
３
４

学
院
生
募
集

　

障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院
で

は
平
成
28
年
度
生
を
募
集
し
ま
す
。

❶
身
体
等
に
障
害
の
あ
る
求
職
者
等

▽
募
集
科
目　

も
の
づ
く
り
科
、ビ

ジ
ネ
ス
事
務
科
、情
報
サ
ー
ビ
ス
科

▽
募
集
人
数　

各
科
10
人
程
度

❷
知
的
障
害
の
あ
る
者
（
通
校
す

る
こ
と
が
で
き
る
人
）

▽
募
集
科
目　

総
合
実
務
科

▽
募
集
人
数　

６
人

❶
❷
共
通

▽
募
集
期
間　

翌
年
１
月
４
日（
月
）

～
２
月
10
日
（
水
）
▽
選
考
日

　

翌
年
２
月
18
日
（
木
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

　

合
せ
く
だ
さ
い

問
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院

　
☎
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０

約
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

※
相
談
無
料
。
事
前
要
予
約

▽
日
時　

12
月
６
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

洲
本
公
証
役
場
（
洲
本
市

本
町
２
‐
３
‐
13
富
本
ビ
ル
３
階
）

問
洲
本
公
証
人
役
場

　

☎
24
・
３
４
５
４

冬
の
ク
リ
ス
マ
ス
演
奏
会

               

　
洲
本
吹
奏
楽
団

▽
日
時　

12
月
12
日
（
土
）

　

午
後
６
時
～

▽
場
所　

さ
ん
ゆ
～
館

問
さ
ん
ゆ
～
館
☎
43
・
３
９
３
９

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
周
辺
の

美
化
活
動

▽
日
時　

12
月
16
日
（
水
）
午
前

８
時
～
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
場
所　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
駐

車
場

※
一
般
参
加
大
歓
迎

問
南
あ
わ
じ
観
光
案
内
所

　

☎
52
・
２
３
３
６

瓦
ば
ん

情
報

15

情報瓦ばん

2015.12.1発行 14

ご
案
内

募
　
集

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消
し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
美
菜
恋
来
屋
ほ
ん
ま
も
ん
市
場

▽
日
時　

定
休
日
毎
週
火
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
隣

問
事
務
局
☎
43
・
３
７
５
１

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
7
時
～
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
１
０
９

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
～
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
と
れ
た
て
わ
ー
る
ど

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
９
時

▽
場
所　

シ
ー
パ
内　

問
事
務
局
☎
36
・
０
１
６
４

◆
福
良
マ
ル
シ
ェ

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

う
ず
し
お
広
場
内　

問
事
務
局
☎
52
・
１
２
４
４

ホームドクターアリス 
しろあり・害虫駆除の専門店 

南あわじ市北阿万筒井76-1 

問☎55-0800 
調査・見積 
　 無料！ 

地元の業者にお任せを！ 
気軽にご連絡ください。 
　　　相談受付中 

しろあり・ハチ

いや～な虫の 駆除と予防

南あわじ市は市制10周年

　

 1２月の
　 無料相談

市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　８日（火）・17日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民課☎43-5212（予約必要）

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　市役所第１別館１階
問市消費生活センター☎43-5099 

司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・法律相談・成年後見に関
　　　　する相談
◆日時　16日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本文化体育館
◆申込　ひろせ法務事務所
　　　　司法書士 廣瀬政行まで
　　　　☎33-0217（予約必要） 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　14日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　土井惠一朗行政書士事務所
　　　    ☎53-1771（予約必要）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　16日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　社家一級建築士事務所
　　　　☎0799-42-1018（予約必要）

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　８日（火）13:00～15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152（予約必要）

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5219

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5239（直通）

農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　25日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
中央公民館☎43-5038
■市民交流センター
広田市民交流センター☎44-3008
倭文市民交流センター☎46-0001
松帆市民交流センター☎36-2137
湊市民交流センター☎37-3028
津井市民交流センター☎38-0680
丸山市民交流センター☎39-0210
阿那賀市民交流センター
　☎39-0011
伊加利市民交流センター
　☎39-0567
西淡志知市民交流センター
　☎36-5526
榎列・倭文市民交流センター
　☎42-2393
八木市民交流センター☎42-5956
市市民交流センター☎42-5957
神代市民交流センター☎42-5958
三原志知市民交流センター
　☎42-6343
福良市民交流センター☎50-3048
賀集市民交流センター☎54-0331
北阿万市民交流センター
　☎55-0055
潮美台市民交流センター
　☎52-0430
阿万市民交流センター☎55-0046
灘市民交流センター☎56-0001
沼島市民交流センター☎57-0001

ま
な
び
の
扉

2015.12.1発行

問市立図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
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第
20
回
南
淡
路

　
　
　
だ
ん
じ
り
唄
交
流
会

▽
日
時　

12
月
13
日
（
日
）

　

午
前
１
時
30
分
～

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
出
演　

７
団
体

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
同
実
行
委
員
会（
小
林
健
司
税

　

理
士
事
務
所
内
）

　

☎
42
・
０
５
９
１

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
イ
ヴ
フ
ァ
ン

　
フ
ァ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

▽
内
容　

３
市
社
協
、
歳
末
助
け

合
い
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
柳
学

園
中
高
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　

12
月
23
日（
水
・
祝
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

※
美
術
展
、お
茶
席
同
時
開
催

問
柳
学
園
高
校
☎
22
・
２
５
５
２

ち
い
さ
な
ち
い
さ
な

 

　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

▽
内
容　

❶
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

Q
　

&
　

A
コ
ー
ナ
ー

▽
日
時　

12
月
６
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

▽
場
所　

淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー

※
参
加
申
込
不
要

問
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
24
・
５
０
４
４

第
１
４
０
回
神
代
天
体
観
測
会

　「
オ
リ
オ
ン
座
大
星
雲
を
見
よ
う
」

❶
神
代
小
学
校

▽
日
時　

12
月
13
日
（
日
）

　

午
後
７
時
～

※
天
候
不
良
時
は
神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

❷
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台
（
要
予
約
）

▽
日
時　

12
月
14
日
（
月
）

　

午
後
７
時
～

▽
場
所　

神
代
地
頭
方
１
６
７
６

問
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
沼
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
６
１
２
・
１
７
４
９

❶
❷
共
通　

保
護
者
同
伴

働
く
婦
人
の
家

◆
料
理
講
座

▽
内
容　
　

お
手
軽
お
せ
ち
料
理

▽
日
時　

12
月
16
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
定
員　

20
人

▽
講
師　

久
保
田
と
し
子
氏
（
栄

　

養
士
）　

▽
費
用　

材
料
費
自
己
負
担

▽
申
込
締
切　

12
月
10
日
（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

「
お
は
な
し
会
ピ
ノ
キ
オ
」

に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
会（
無
料
）

▽
内
容　

ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
・
手
品
・

大
型
紙
芝
居
・
人
形
劇
な
ど

▽
日
時　

12
月
20
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所　

市
立
図
書
館

問
市
立
図
書
館
☎
53
・
０
２
３
４

第
12
回
南
あ
わ
じ
子
ど
も
伝
統

芸
能
発
表
会
出
演
団
体
募
集

▽
対
象　

市
内
の
伝
統
文
化
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
小
中
学
校
、
伝

統
文
化
保
存
団
体
等
の
子
ど
も

▽
募
集
締
切　

12
月
11
日
（
金
）

▽
開
催
日
時　

翌
年
２
月
13
日

（
土
）
午
後
０
時
30
分
～
４
時

30
分
（
予
定
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』　

　

七
段
目
一
力
茶
屋
場
の
段

▽
期
間　

翌
年
８
月
ま
で

◆
第
32
回
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

　
後
継
者
団
体
発
表
会
写
真
展

▽
期
間　

12
月
13
日
（
日
）
ま
で

◆
子
ど
も
た
ち
の
淡
路
人
形
版

　
画
展

▽
期
間　

12
月
18
日
（
金
）
～
翌
年

　

２
月
14
日
（
日
）
ま
で

◆
淡
路
木
偶
づ
く
り
講
座
作
品
展

▽
期
間　

翌
年
1
月
15
日
（
金
）
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

第
78
回
阿
波
お
ど
り
体
操

　
　
　
　
　
　 

　
講
習
会

▽
日
時　

12
月
５
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

福
良
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

◆
館
蔵
品
展
２

▽
期
間　

12
月
25
日
（
金
）
ま
で

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

児
童
館
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

▽
内
容　

玉
ね
ぎ
や
草
木
染
め
を

　

体
験

▽
日
時　

12
月
25
日（
金
）

▽
場
所　

児
童
館

▽
募
集
人
員　

20
人

▽
申
込
締
切　

12
月
18
日（
金
）

▽
参
加
費　

１
０
０
円

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
児
童
館
☎
52
・
３
９
９
９

第
６
回
が
ん
診
療

　
　
　
市
民
公
開
講
座（
無
料
）

▽
内
容　

❶
が
ん
治
療
の
安
全
管

理
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
❷

安
全
に
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け

て
も
ら
う
た
め
に
❸
が
ん
専
門

医
に
な
ん
で
も
聞
い
て
み
よ
う

人
形
劇
・
バ
ン
ド
演
奏
❷
室
内

コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　

12
月
13
日
（
日
）

　

❶
午
後
１
時
～
❷
午
後
３
時
～

▽
場
所　

市
福
永
淡
路
三
原
キ
リ

ス
ト
教
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費　

❶
無
料
❷
５
０
０
円

▽
定
員　

❷
の
み
80
人
限
定

※
チ
ケ
ッ
ト
購
入
や
内
容
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
同
実
行
委
員
会（
登
日
）

　

☎
０
８
０
・
５
７
０
６
・
１
４
０
７

淡
路
人
形
座（
12
月
公
演
）

❶
大
鳴
門
橋
開
通
30
周
年
・

　
南
あ
わ
じ
市
制
10
周
年
記
念

▽
内
容　

淡
路
観
光
名
誉
大
使
の

　

桂
文
枝
さ
ん
に
よ
る
公
演

▽
日
時　

12
月
６
日
（
日
）

　

午
後
２
時
開
演

▽
チ
ケ
ッ
ト　

前
売
り
４
０
０
０

　

円
、
当
日
４
５
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
淡
路
島
観
光
協
会

　
（
☎
25
・
５
８
２
０
）
で
販
売

❷
淡
路
人
形
座
・
淡
路
の
人

　
形
芝
居
復
活
公
演

▽
内
容　

日
高
川
嫉
妬
鱗 

天
田

　

堤
よ
り
渡
し
場
の
段
・
道
成
寺

　

の
段

▽
日
時　

12
月
19
日（
土
）

　

午
後
３
時
開
演

※
料
金
等
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

123

 今年４月に市内で銅鐸と

舌
ぜつ

（鳴らすための棒）がそれ

ぞれ７点発見され、松帆銅鐸

と名付けられました。いずれ

も古い型
けい

式
しき

の銅鐸で、舌が

一緒に発見された例は全国

でもほとんどありません。今

後、科学的な調査で銅鐸の謎が解き明か

されるかもしれません。

『松帆銅鐸発見記念シンポジウム－松帆
銅鐸の大発見と謎－』開催！　参加無料
▽平成28年２月７日（日）午後１時30分～

▽中央公民館（旧三原公民館）

問埋蔵文化財調査事務所☎42-３８４９

松ま
つ

帆ほ

銅ど
う

鐸た
く

●よくわかる元素キャラ図鑑
左巻　健男監修／いとう　みつるイラスト(宝島社)

物をつくっている究極の成
分、元素。なじみ深い元素
が個性あふれるおもしろい
キャラクターに変身！
それぞれの元素の性質や特
徴、用途などわかりやすく
解説します。

●ツムグ（主婦と生活社） ●私、海の漁師になりました。
金万　智男共著／三好　かやの共著（誠文堂新光社）

地方直送・日本ブランドのワ
ンテーママガジン。「お米」
をテーマに、地域で暮らし、
地域の暮らしをまとった人
たちが、地元を取材。
ごはん炊きのコツから人
との絆まで、お米が結んだ
日々のよろこびを紹介しま
す。

なぜ漁師になろうと思った
のか？漁師で生計は成り立
つのか？漁師になるために
は、どのくらいの経費がかか
るのか？
日本の海で働く漁師たちを
紹介し、漁業を仕事にする
方法を教えます。

●世界でいちばん貧しい大統領からきみへ
ホセ・ムヒカ著／くさば　よしみ編／田口　実千代絵 

（文研出版）

国連会議のスピーチで世界
中から注目された、元ウルグ
アイ大統領ホセ・ムヒカから
のメッセージ。
これまでのスピーチや取材
で語ったことや、大統領の任
期を終えた直後に行ったイ
ンタビューをもとにまとめる。

12月の図書館カレンダー

▲松帆銅鐸１号・舌１

南あわじ市は市制10周年

☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は17：00まで　（広田、
　湊地区公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

1２月初回トレーニング講習会
●対　象　16歳以上の人※定員６人
●受講料　500円（市内）
　※２回目以降200円（市内） 
●講習時間　１時間30分
※子ども連れの受講はできません

コア＆ストレッチ教室受講者募集

問文化体育館☎50-5077

●対　象　16歳以上の人
●定　員　６０人（予約必要）
●受講料　4,000円(全８回）
※子ども連れの受講はできません

文化体育館
回数 　　月日 曜日 開始時間

第１回 12 月 15 日 火 19:30 ～

第２回 １月  19 日 火 19:30 ～

第３回 1 月 26 日 火 19:30 ～

第４回 2 月　２日 火 19:30 ～

第５回 2 月　９日 火 19:30 ～

第６回 2 月 16 日 火 19:30 ～

第７回  3 月　1 日 火 19:30 ～

第８回  3 月 15 日 火 19:30 ～

ボールを使った運動で、肩こりや腰
痛、関節痛などの痛みを改善する
効果があります。

日 曜日 第１講習 第２講習
　４ 金 14:00～ 19:00～

中央公民館図書室より

休館のお知らせ
12月４日（金）～１１日（金）の
８日間、特別整理期間（蔵書点検）の
ため休館となります。
問中央公民館図書室☎43-5037

日 月 火 水 木 金 土
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ 　2  3　　　4   5  

　６　　７       8　　9  10　　11     12      

13　　14    15　　16      17　　18       19     

20　　21    22　　23      24　 25     26      

27　　28　29　30　   31　
月末整理

※○はおやすみです

(旧三原図書館)
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  12月の健康カレンダー

 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）

診察日  9：00～11：30
13：00～16：30 19：00～22：30

 ６日（日） 日 笠 久 美 医師 高 田 育 明 医師

1３日（日） 福 田 郁 夫 医師 穀 内 純 江 医師

20日（日） 福 原 正 博 医師 鈴 木 俊 示 医師

23日（水） 前 田 昌 己 医師 平 山　 毅 医師

2７日（日） 横 山 龍 治 医師 西 口　 弘 医師

31日（木） 穀 内 勇 夫 医師 宮 崎 美 枝 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火 平 成 病 院
八 木 病 院

水 中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00

小児救急医療

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1回100円

内容  日 曜日　   時間 場所

阿波踊り体操
２ 水

10:00 ～ 緑保健福祉
センター16 水

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

● 愛育班活動
内容   日   曜日 場所

愛育班活動
（調理実習）

17 木 　沼島総合センター

◆小児夜間救急電話センター

　毎日午後10時～午前６時までの間、医師が輪番で小
児夜間救急診療を行っています。電話センターへ電話
していただくと看護師が症状を聞き、必要な時は当日
の担当医療機関を紹介します。
問小児夜間救急電話センター☎44-3799

◆休日小児救急診療
　日曜・祝日・年末年始の午前９時～11時30分、午後１
時～4時30分（受付時間）までの間、みなと元気館内の
洲本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設し、救急患者に対応しています。

問洲本市応急診療所☎24-6340

● いずみ会リーダー養成講座
内容  日  曜日　　時間 場所

修了式 10  木
　10:00 ～
   12:30

緑保健福祉センター

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 17 木 13:15 ～ 13:30

緑保健福祉センター

４か月児健康診査
（27年８月生）

22 火 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（27年２月生）

15 火 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（26年5月生）

１ 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（25年９月生）

16 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（24年11月生）

８ 火 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（22年12月生）

21 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（2４年9月･25年3月生）

２ 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（26年10月生）

13:30 ～ 14:00
10 木

（27年５月生） 25 金
食育講座赤ちゃん栄養サロン
（27年７月生）

24 木 ９:45 ～ 10:00

遊びの教室（予約制） ３ 木 ９:30
発達支援相談（予約制） ３ 木 13:30 ～
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● 健康相談・個別健康教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

生活習慣病相談、
栄養相談、
血圧測定など

２ 水
　９:00 ～
　10:30

緑保健福祉センター
９ 水 中央公民館（旧三原公民館）
１1 金 福良地区公民館（旧南淡公民館）
14 月 湊地区公民館（旧西淡公民館）

認知症を支える家族の会　スマイル

認知症カフェ

　認知症の介護の悩みを一人で抱え込んでいま
せんか？日ごろの思いを話し合える場です。
日時　1２月９日（水）14:00～15:00
場所　中央公民館２階　視聴覚室
問地域包括支援センター☎43-5237

　認知症カフェは認知症の人とそのご家族、地
域の皆様誰もが、気軽に参加し、集える場です。
認知症になっても住み慣れた地域で、安心して
その人らしい生活が継続できるよう、認知症の
方を支えていく事を目的としています。また、家
族が抱える介護負担についても家族会メンバー
やスタッフが相談に応じます。
　是非一度お越しください。皆様のお力になれ
るようお待ちしております。
日時　12月15日（火）13：00～16：00
場所　いちばん星（南あわじ市市福永572）
※申込不要
問地域包括支援センター☎43-5237

● 特定保健指導（Ｙ
やせてきれいになる

Ｋ教室）※要予約
内容  日    曜日　   時間 場所

体重・腹囲・血圧測定
自分の食事について
知ろう

18 金
   10:00～
   12:00

緑保健福祉
センター

ー 歯 周 病 予 防 ー
　歯周病とは歯の周囲の汚れ（プラーク）に含まれる細菌により歯ぐきに炎症
が起きて、腫れたり出血しやすくなり、また歯を支える骨（歯槽骨）が溶けてい
き、歯がグラグラしたり抜けたりする病気です。

歯ぐきに赤く腫
は

れた部分がある。

口臭がなんとなく気になる。

歯ぐきがやせてきたみたい。

歯と歯の間にものがつまりやすい。

歯をみがいたあと、歯ブラシに血がついた
り、すすいだ水に血が混じることがある。

歯と歯の間の歯ぐきが、鋭角的な三角形で
はなく、うっ血していてブヨブヨしている。

ときどき、歯が浮いたような感じがする。

指でさわってみて、少しグラつく歯がある。

歯ぐきから膿
うみ

が出たことがある。

チェックがない場合
　これからもきちんと歯みがきを心
がけ、少なくとも1年に1回は歯科健
診を受けましょう。

チェックが１〜２個の場合
　歯周病の可能性があります。まず、
歯みがきのしかたを見直しましょう。
念のため、かかりつけの歯科医院
で、歯周病でないかどうか、歯みがき
がきちんとできているか、確認しても
らったほうがよいでしょう。

チェックが３〜５個以上の場合
　初期あるいは中等度歯周炎以上
に歯周病が進行しているおそれが
あります。早めに歯科医師に相談し
ましょう。

《 判  定 》歯周病セルフチェック
　次の項目の当てはまるものに、チェックしてみてください。

問健康課☎43-5218

歯周病を予防するために

歯磨きのポイント

①歯と歯ぐきのすき間に45度の角度で歯ブラ
　シを当てる。

②軽い力で小刻みに、1～2本ずつ磨く。
③歯と歯の間や歯と歯ぐきのすき間には汚れ
　がたまりやすいので、意識して磨く。
　（歯間ブラシやフロスを使用するのも良いでしょう）

歯ブラシの選び方

①毛先の細いもの
　⇒歯周ポケットに無理なく入っていけるため
②ヘッドが自分の口に合っているもの
　⇒少し小さめの方がすみずみまで磨きやすい
③毛の硬さが適度なこと
　⇒硬すぎると歯ぐきを痛めやすい

・ 栄養バランスのとれた食事で歯周病に負けない体づくりを！！
・ アルコール、たばこはほどほどに！！
・ 免疫力をUPさせるために十分な睡眠をとり、疲れやストレスをためない生活を！！

◆正しく歯みがきをする

◆生活習慣を見直す

南あわじ市は市制10周年
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阿那賀診療所
☎39-0668

（月曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（火曜日）
14：00～17：00
（金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00
（水・土曜日）
　9：00～12:00

伊加利診療所
☎39-0886

（金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

●人　口 49,353人（前月比－25人）

　    （男） 23,776人（前月比－９人）

　    （女） 25,577人（前月比－16人）

●世帯数 19,162世帯（前月比＋３世帯）

※平成27年11月１日現在 　

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
大村　知弘（神戸市）

横山　直樹（洲本市）

武岡　智也（北阿万）

原田　康行（　湊　）

露原　健太（洲本市）

河邊　謙太（　湊　）

橋本　　修（大阪府）

藤原　政志（北阿万）

市場　香織（広　田）

山岡永里子（榎　列）

太田　温子（福　良）

中山　亜紀（　湊　）

菅　　裕美（榎　列）

増井　桃子（福　良）

塩濱　麻亜（榎　列）

西岡　郁絵（淡路市）

10月 17日

10月 18日

11 月 ２ 日

11 月 ３ 日

11 月 ５ 日

11月 11日

11月 11日

11月 11日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日

　井　岩夫
辻　　義正
川上　理市
奈良　定一
前川　　　
坂本ながみ
西山　善之
藤本よし子
白瀬　武司
岸本千代美
澤田　達司
松下　豊美
西本　廣美

広 田
榎 列
湊

広 田
北阿万
北阿万
北阿万
阿 万
賀 集
神 代
福 良
湊

福 良

87
79
93
97
83
71
56
94
78
80
83
79
92

10 月 16 日
10 月 16 日
10 月 17 日
10 月 18 日
10 月 18 日
10 月 19 日
10 月 19 日
10 月 19 日
10 月 20 日
10 月 22 日
10 月 23 日
10 月 24 日
10 月 25 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

齋 田　 葉
はづき

月

三 冨　 禄
ろくすけ

佑

河 野　 彩
いろは

葉

糺　恵
え り な

莉奈

眞野琉
りゅうたろう

汰 朗

盛 野　 翔
しょうた

太

栁　　 龍
りゅうき

希

法 嶋　 彩
いろは

花

長 岸　 伶
れ お

皇

奈 良　 蓮
れいあ

空

上 原　 聡
そうた

太

古 井　 一
いつき

輝

土 井　 梨
りんか

華

赤 澤　 唯
ゆいと

斗

丸 田　 晃
あきと

士

小 濱　 穂
ほのか

香

榎 本　 百
ももか

華

向　　 聖
せいけん

謙

押 谷　 陽
ひなた

向

堀 井　 悠
ゆうま

真

西 山　 來
らいき

希

野村あおい

濵 本　 雅
が く

久

女

男

女

女

男

男

男

女

男

男

男

男

女

男

男

女

女

男

女

男

男

女

男

智 子

良 圓

泰 希

三恵子

優

稔

大 樹

剛 太

亜津佐

優 也

剛

光

惇 司

隆 志

誠 治

栄 樹

晃 士

里 志

宇 容

重 樹

高 右

誠 一

司

志 知

賀 集

榎 列

広 田

北阿万

松 帆

市

神戸市

神 代

広 田

倭 文

広 田

賀 集

潮美台

湊

松 帆

湊

八 木

京都府

松 帆

八 木

市

阿 万

10 月 9 日
10月10日
10月11日
10月11日
10月16日
10月16日
10月16日
10月17日
10月18日
10月18日
10月19日
10月19日
10月20日
10月21日
10月21日
10月27日
10月29日
10月29日
10月31日
11 月２日
11 月３日
11 月５日
11月11日

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日

北前　久男
長尾たか子
山形　　薫
立花抄和美
梶田　通夫
澤田　保子
雨堤　義洋
古東しげの
西村アサコ
眞野　閏次
向江　和美
柏木　彦一
竹本　雅一

横　と　子
三好　郁江
山野　敏秋
山口　順子
島田　一雄
浅井　正夫
齊藤　健一
正木　寛治
岬　　澄夫
馬野　光子
髙丸　信哉
原口ふみ代

市
福 良
松 帆
広 田
福 良
福 良
八 木
倭 文
榎 列
神 代
松 帆
阿那賀
榎 列

倭 文
神 代
倭 文
湊

神 代
松 帆
八 木
北阿万
福 良
伊加利
八 木
神 代

78
88
86
66
75
72
68
92
77
67
58
96
64

87
74
93
76
84
87
93
65
91
93
51
87

10 月 26 日
10 月 26 日
10 月 26 日
10 月 29 日
10 月 30 日
10 月 30 日
11 月 １ 日
11 月 ２ 日
11 月 ２ 日
11 月 ２ 日
11 月 ２ 日
11 月 ３ 日
11 月 ３ 日

11 月 ３ 日
11 月 ５ 日
11 月 ５ 日
11 月 ８ 日
11 月 ９ 日
11 月 10 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 14 日
11 月 14 日
11 月 15 日

死亡
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平成27年11月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

※
11
月
号
の
正
解
は「
ア
ジ（
鯵
、ま
た
は
、あ
じ
）」。33
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

子育て広場

●ふれあいプレイルーム （平日９：00～16：00）
12月28日（月）～1月4日（月）はお休み。1月5日（火）より開設

場所 内容

働く婦人の家
登録をすると、いつでも自由に遊べます。
公園に出かける感覚で気軽に利用してください。
赤ちゃんは、体重・身長測定ができます。

●出前ひろば（公園感覚の自由あそびの広場、申込は不要）
ひろば名 １2 月の開設日 場所 時間
みどり 2,4,9,16,18　 緑保健福祉センター

10:00
～

11:30

みはら 1,3,8,10,17,22,24,25 働く婦人の家

せいだん 1,3,8,10,17 湊地区公民館

なんだん 2,4,9,11,16,18 福良地区公民館

赤ちゃん誕生から入園前のお友達集まれ～

問子育て学習・支援センター☎42-7703、9：00～16：00

●催し  12月　※要申込
行事名 日時 費用等

①クリスマス会
15日

10：00～
11：30

中央公民館、子ども１人300円、
定員150組、
申込締切９日

②季節のアルバム
21日

10:00～
10：45

働く婦人の家・軽運動場、50円、は
さみ、のり、ウエットティッシュ、子
どもの写真、サインペン、
申込締切11日

③ 12 月のおたんじ
　ょうび会

21日
11:00～

働く婦人の家、100円、
11時に写真撮影で時間厳守、
申込締切11日

④ままひろば
　寄せ植え教室

21日
13：00～
14：00

原口農園 ハウス、1,000円、
定員20名、申込締切11日

 ●年齢別ひろば 12 月 ※要申込　
ひろば名 対象 開催日 時間 内容

ぶどう
今年度３歳
になる子、４
歳になる子

11 日
10：00～
　11：00

クリスマスツリー作り（働く婦人の
家・軽運動場）、50円、セロテープ、
両面テープ、ハサミ
申込み締切４日

心のかけはし

　待ち遠しいクリスマス。子どもも大人も何だかワクワクしま
すね。クリスマス会では、サンタさんがやって来ますよ。ぜ
ひ、ご参加ください！

南あわじ市は市制10周年

　

　現在、市内の各小中学校において、兵庫県教育委員

会の指導により、週 1 回の「ノー残業デー」（教職員定

時退勤日）を実施しています。また、中学校では「ノー

部活デー」もあわせて実施しています。

　「ノー残業デー」の実施により、教職員のワーク・ライフ・

バランス（仕事と生活の調和）を実現することで、教職

員が精神的なゆとりを持ち、一人一人の児童生徒に向き

合うことのできる環境作りを進めることが目的です。各校

で日時を設定した上で、会議の効率化やパソコン機器等

の活用などにより、児童生徒に向き合うことに多くの時間

を注げるよう、工夫した取り組みを行っているところです。

　また、「ノー部活デー」の実施により、ケガやスポーツ

障害を防ぎ、心身をリフレッシュして精神的ゆとりを生み

出すなど、実りある部活動を目指して取り組んでいます。

　保護者・地域の皆様にはご理解の程よろしくお願いい

たします。

問学校教育課  ☎43-5231

　　　　

　クイズの正解者の中から抽選で５人に図書カード

1,000 円分をプレゼント！（当選は発送をもって発表に

かえさせていただきます）

■応募方法（①～⑤全回答必須）
①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、⑤広報
やさんさんネット、南あわじ市に対するご意見・ご
感想をお書きの上、秘書課までご応募ください。

■応募締切 12 月14日（月）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１

南あわじ市役所 秘書課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　島内の漁業者と阿万小学

校 4 年生が本庄川ダム近くで

　　　　　　　　二次元コード
※携帯電話のバーコードリーダで
読み取り、クイズに応募できます

600 本の苗木を植樹しました。この活動は「漁業者に

よる●づくり活動」として継続されています。●に入る

▲ウバメガシとヤマモモの苗木を植樹

広報クイズ

「漢字1文字」
をお答えくださ
い。（ヒントは広

報 23 頁をご覧く

ださい）

▲

学校も「ノー残業デー」実施中！

都

子育て学習・支援センター
　うんどうかい 
　　10月24日
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に
栄
誉

賀
集
地
域
づ
く
り
協
議
会

淳
仁
天
皇
没
後
１
２
５
０
年
祭
を
開
催

淡
路
水
交
会
と
阿
万
小
学
校
児
童
に
よ
る
植
樹

漁
業
者
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動

南
あ
わ
じ
市
国
際
交
流
協
会

設
立
10
周
年
記
念 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
を
開
催

淡
路
島
一周
１
５
０
キ
ロ
を
力
走

２
０
１
５
淡
路
島
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
１
５
０

◆
緑
綬
褒
章

　

登
里
倭し

ず

江え

さ
ん
は
、32
年
に
わ

た
り
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し

て
地
域
住
民
の
食
育
推
進
と
健
康

づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
生
活
と
健
康
を
考
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
い
ず
み
会
会
長

と
し
て
活
動
さ
れ
、食
育
活
動
で

健
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
と

し
て
、地
域
の
高
齢
者
や
親
子
に

健
康
を
保
つ
食
生
活
の
料
理
教

室
や
小
学
校
で
地
産
地
消
の
大

切
さ
を
児
童
ら
に
伝
え
る
多
彩

な
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
海
づ
く
り
の
た
め
に
、

豊
か
な
山
や
森
づ
く
り
を
し
よ
う

と
島
内
漁
業
者
約
１
２
０
人
と
阿

万
小
学
校
４
年
生
30
人
が
11
月
10

　

淡
路
じ
ゃ
の
ひ
れ
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
で
10
月
24
日
、ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、市
内

外
か
ら
魔
女
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
な
ど
に
仮
装
し
た
人
た
ち

約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
制
限

時
間
以
内
に
巻
き
つ
け
、綺
麗
な

「
ミ
イ
ラ
人
間
」に
変
身
す
る「
ミ

イ
ラ
人
間
ゲ
ー
ム
＆
コ
ン
テ
ス

ト
」や
仮
装
し
た
来
場
者
の
中
か

ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
子
ど
も
と
大

　

第
47
代
淳
じ
ゅ
ん

仁に
ん

天
皇
の
没
後

１
２
５
０
年
に
な
る
今
年
、賀
集

地
域
づ
く
り
協
議
会
主
催
に
よ
る

「
淳
仁
天
皇
没
後
１
２
５
０
年
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

淳
仁
天
皇
は
天て
ん

武む

天
皇
の
孫
、

舎と
ね
り人
親
王
の
第
７
子
と
し
て
天

平
５
年（
７
３
３
年
）に
生
ま
れ
ま

し
た
。７
５
８
年
に
即
位
後
、皇
位

を
め
ぐ
る
争
い
で
わ
ず
か
６
年
で

淡
路
島
に
流
さ
れ
、７
６
５
年
に

33
歳
で
死
去
し
ま
し
た
。今
年
で

１
２
５
０
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

同
協
議
会
で
は
今
回
の
追
悼
行
事

日
、本
庄
川
ダ
ム

周
辺
の
阿
万
財
産

区
の
土
地
で
植
樹

を
行
い
ま
し
た
。

　

島
内
17
漁
協
で

つ
く
る
㈳
淡
路
水

交
会
が
主
催
し
て
、

約
２
千
５
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
の
造

人
そ
れ
ぞ
れ
10
人
が
参
加
し
て
仮

装
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。ほ
か
に
も
お
化
け
屋
敷
、フ
ー

ド
ブ
ー
ス
な
ど
が
並
び
、会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

同
協
会
の
坂
本
典
久
会
長
は

「
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
異
文
化

交
流
を
通
し
て
、日
本
人
、外
国
人

の
区
別
な
く
、外
国
人
が
居
る
こ

と
が
当
た
り
前
に
な
る
よ
う
な
社

会
に
な
れ
ば
と
思
う
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

を
企
画
し
ま
し
た
。

　

淳
仁
天
皇
陵
で
10
月
25
日
、各

種
団
体
の
代
表
ら
約
25
人
が
参
加

し
て
特
別
参
拝
を
し
ま
し
た
。参

拝
を
終
え
て
同
協
議
会
の
北
川
泰

大
会
長
は「
子
ど
も
の
時
か
ら
天

皇
森
と
し
て
親
し
ん
で
き
た
。地

元
に
と
っ
て
誇
り
で
あ
る
。多
く
の

人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は「
淳
仁
天
皇
時
代
の

木
簡
を
読
む
」と「
淳
仁
天
皇
と
光こ
う

明み
ょ
う

太た
い

皇こ
う

太た
い

后ご
う

―
即
位
の
政
治
事

情
」と
題
し
た
記
念
講
演
会
が
開

◆
瑞
宝
双
光
章

仲
野  

壽
志
さ
ん
（
榎
列
） 

　
　（
教
育
功
労
）

　
　（
社
会
奉
仕
活
動
功
績
）

登
里
　
倭
江
さ
ん
（
津
井
）

▲○×クイズ（左）、ミイラ人間ゲーム＆コンテスト（右）

▲淳仁天皇稜を特別参拝する関係者ら

催
さ
れ
、来
場
し
た
約
３
５
０
人

が
壮
大
な
歴
史
ロ
マ
ン
に
ひ
た
っ

て
い
ま
し
た
。

　

仲
野
壽ひ

さ

志し

さ
ん
は
、小
中
学
校

の
教
諭
、校
長
と
し
て
、ま
た
県

教
育
委
員
会
淡
路
教
育
事
務
所

指
導
主
事
と
し
て
38
年
に
わ
た

り
教
育
に
携
わ
り
、美
術
に
よ
る

人
間
形
成
を
目
指
し
た
児
童
生

徒
の
健
全
な
育
成
と
地
域
に
根
ざ

し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。退
職
後
も
社
会

教
育
委
員
、人
権
教
育
研
究
協
議

会
会
長
と
し
て
家
庭
と
地
域
の
教

育
力
向
上
と
人
権
教
育
の
推
進

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

  

お
め
で
と
う

全
国
大
会
出
場

第
46
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

全
国
大
会 

７
位
入
賞

島
田
　
拓
実 

さ
ん（
三
原
中
学
１
年
）

　

10
月
24
日
に
横
浜
市
で
開
催
さ
れ

た
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上

大
会
に
、
島
田
新あ
ら

太た

さ
ん
は
男
子

１
０
０
メ
ー
ト
ル
走
、
島
田
拓た
く

実み

さ

ん
と
三
宅
純す

寿ず

さ
ん
は
走
り
幅
跳
び

に
出
場
し
ま
し
た
。

島
田
　
新
太 

さ
ん（
南
淡
中
学
１
年
）

三
宅
　
純
寿 

さ
ん（
三
原
中
学
１
年
）

　

10
月
15
日
に
横
浜
市
で

開
催
さ
れ
た
第
22
回
全
国

女
性
消
防
操
法
大
会
に
、

南
あ
わ
じ
市
女
性
消
防
団

「
な
で
し
こ
分
団
」が
参
加

し
、み
ご
と
７
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。10
月
27
日
、市
役

所
を
訪
れ
、中
田
市
長
に

報
告
し
ま
し
た
。

　

同
分
団
の
山
田
分
団

長
は
、「
家
族
の
理
解
や
周

り
の
支
え
の
お
か
げ
で
入

賞
で
き
ま
し
た
。競
技
を

通
し
て
生
ま
れ
た
団
結
力

を
、今
後
の
活
動
に
役
立
て

た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

第
22
回
全
国
女
性

消
防
操
法
大
会

成
地
に
ヤ
マ
モ
モ
と
ウ
バ
メ
ガ
シ
の

苗
木
６
０
０
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、漁
師
の
人
た
ち
に

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
苗
木
を
支

柱
に
結
び
付
け
、土
嚢
に
入
っ
た
土

を
根
元
に
入
れ
て
一
本
一
本
て
い
ね

い
に
植
樹
し
ま
し
た
。育
っ
た
ウ
バ

メ
ガ
シ
の
枝
や
間
伐
材
は
、束
ね
て

海
に
沈
め
、高
級
魚
の
ア
オ
リ
イ
カ

の
産
卵
床
に
利
用
で
き
、森
に
降
っ

た
雨
が
腐
葉
土
の
栄
養
分
を
含
ん

で
ダ
ム
か
ら
川
、海
へ
と
流
れ
込
み

豊
か
な
海
・
漁
場
が
育
ま
れ
ま
す
。

児
童
た
ち
は
植
樹
の
後
も
淡
路
島

の
豊
か
な
漁
場
で
獲
れ
る
魚
や
ワ

カ
メ
、の
り
な
ど
の
水
産
資
源
の
説

明
や
漁
師
さ
ん
た
ち
が
資
源
確
保

に
毎
年
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
説
明
な
ど
を
受
け
て
、豊
か
な
海

を
育
む
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

淡
路
島
を
一
周
す
る
サ
イ
ク
リ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
２
０
１
５
淡
路

島
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
１
５
０
」
が
10

月
25
日
に
行
わ
れ
、６
回
目
と
な

る
今
年
は
、全
国
か
ら
過

去
最
多
の
１
９
７
７
人
が

参
加
し
て
１
８
２
９
人
が

完
走
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、淡
路

島
の
自
然
豊
か
な
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
「
ア
ワ

イ
チ
」
の
愛
称
で
親
し
ま

ち
ょ
ぼ
汁
や
手
延
べ
素
麺
、
淡
路

島
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
が
振
る
舞
わ

れ
、
参
加
者
た
ち
は
島
の
味
覚
に

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

れ
て
い
る
島
内
１
周
１
５
０
㎞
の

コ
ー
ス
を
走
り
抜
き
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
灘
と
慶
野
松
原
に
休

憩
所
が
設
け
ら
れ
、
郷
土
料
理
の

▲植樹する児童と漁業者たち

▲左から島田新太さん、島田拓実さん、三宅純寿さん

▲島の景色を楽しんで走る参加者

▲休憩所では島の味覚が振る舞われました

▲全国都道府県代表46チームが出場した大会で、みごと７位入賞を果たしました
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 ゆめるん情報
      No. ９

　地域住民等の協力を得て、体験・

交流・遊びなどを通し、放課後の児

童が安全で健やかに過ごせる居場

所を市内５か所で提供しています。

開設時間　平日週1～2回、

　　　　　授業終了後から18時まで

　市では、各ご家庭に防災行政無線の戸別

受信機を来年度から設置します。設置に先

立ち、市内に住民登録のある世帯主の人た

ちを対象に、今月中旬に設置意思確認書を

送付します。 必要事項を記入し、同封の返

信用封筒で必ず返送をお願いします。

　取り付け工事は設置意思確認書をとりま

とめ後、来年度４月以降を予定しています。

返送期限　翌年１月15日（金）まで

申込方法　設置意思確認書に必要事項　

　を記入の上、同封の返信用封筒で返送し

　てください。※切手不要

設置工事費　基本工事無料（市が負担）

◆ケーブルテレビに加入している人
　戸別受信機に変えることによって、これまでと同様、告
知放送を聞くことができます。なお、従来の端末は利用で
きなくなります。ケーブル電話については、別に機器を
設置し（無料）、続けてご利用いただけます。

◆ケーブルテレビに加入していない人
　電波の受信状況がよい所に、戸別受信機を新設しま
す。設置後、告知放送を聞くことができます。受信状態が
悪い時は、屋外アンテナの設置（無料）を行います。

※設置意思確認書には同封の宅内工事業
者一覧の中から、希望する業者を選びご記
入ください。その宅内工事業者が取り付け工
事を行います

　

　保護者が仕事などの理由により、児童が放課後、家に

帰っても保護者がいない小学校に就学している児童を

対象に、授業終了後に小学校の余裕教室等において、遊

びや集団生活の場を市内11か所で提供しています。

開設時間　平日の月曜日～金曜日までの

　　　　　授業終了後から18時まで

※長期休暇中は、月～土曜日の

　8時～18時まで

戸別受信機の設置意思確認 ～デジタル防災行政無線整備事業～～デジタル防災行政無線整備事業～

問情報課 ☎ 43-5206

問体育青少年課 ☎ 43-5234

告知端末機 戸別受信機

24
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